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1.整備概要

（1）所在地富山県婦負郡婦中町上轡田42

（2）敷地面積24.7ha

（3）主要施設①管理研修棟

②展示温室（熱帯雨林植物室、ラン温室、熱帯果樹室、高山植物室、

雲南温室）

③栽培温室（熱帯温室、暖温帯室、温帯温室、冷室、雲南温室他）

④サンライトホール・エネルギー棟

⑤ドリアスホール

（4）展示植物約5,700種類、95,600本(株）

・屋外展示園約2,000種類

・展示温室内約1,200種類

・栽培温室・圃場約2,500種類

（5）事業費約92億円財源:地域総合整備事業債(ふるさとづくり事業）

（6）整備期間平成元年度～平成7年度

2.利用案内(平成15年4月1日現在）

（1）開園時間午前9時～午後5時(入園は午後4時30分まで）

冬季(11月～2月)は午前9時～午後4時30分、入園は午後4時まで

区分 個人 団体(20人以上）

大人(高校生以上） 600円 480円

小人(小・中学生） 300円 240円

1棟2,090m

5棟2,831㎡

5棟1,076㎡

1棟l,456irf

1棟154㎡

(2)休園

(3)入園

日毎週木曜日（木曜日が国民の祝日の場合は開園)、および12月28日～1月4日

料

●減免基準(全額免除）平成5年9月制定、平成14年3月28日改正

①小学校、中学校、高等学校、盲学校、聾学校、養護学校の児童又は生徒が、

日曜日、土曜日または祝日に入園するとき。

②児童・生徒、引率者が教育活動又は社会教育関係団体の教育活動として入園

するとき。

③児童福祉施設、身体障害者更生援護施設、知的障害者援護施設に入所してい

る者並びにこれらの引率者が入園するとき。

④身体障害者手帳の所持者及びその付添者が入園するとき。

⑤療育手帳を所持する者及びその付添者が入園するとき。

⑥精神障害者保健福祉手帳の所持者及びその付添者が入園するとき。

(4)交通機関

●バス利用

・富山地鉄バス

JR富山駅(12番乗場)発29系統

萩の島循環線

中央植物園前停留所下車、徒歩約1分
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●自動車利用

・富山市中心部より約15分

・北陸自動車道富山インターより

婦中大橋経由約15分

・JR速星駅より約8分



3.組織(平成14年4月1日現在）

(1)組織図

富山県中央植物園
〆

(財）花と緑の銀行

園長(1)－次長(1)

||開
I’

中央植物園部長(1)－次長(1)

理事会一事務局

(2)職員

富山県中央植物園

、

園長

次長

黒川道

加藤治好

(財)花と緑の銀行中央植物園部

部長(温室課長兼務）加藤治好県中央植物園次長

次長(展示園課長兼務）鶴克巳県派遣職員(主幹）

企画情報課課長中田政司県派遣職員(副主幹研究員）

主任橋屋誠

技師高橋一臣

技師志内利明

技師村家直樹県派遣職員(技師）

温室課主任研究員神戸敏成県派遣職員(主任研究員）

技師吉田めぐみ

技師兼本正

技師大原隆明

技師宮川敏

技術員栗林信夫

展示園課主任研究員大宮徹県派遣職員(主任研究員）

主任研究員山下寿之県派遣職員(主任研究員）

業務技師桐林浩二

業務技師浅野豊
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烹緬扉雨1
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企画情報課(5)

温室課(6)

展示園課(5)

(財)花と緑の銀行企画管理部

総務課

(一部）

専門員

主事

嘱託

嘱託

嘱託

郷田義博

恒川利一

高井芳美

坂井きよみ

内山朋子



4.平成14年度招璃客員研究員

氏 名現職指導分野期間

植村和彦国立科学博物館古生物第一研究室室長古植物の系統分類と古植物地理平成14.11.19～2O

高橋正道新潟大学理学部教授花と花粉の進化平成14.1126～27

芹沢俊介愛知教育大学教育学部教授地域個体群の研究とその保全平成14.12.3～4

5.平成14年度講師等派遣

年月日氏名内容 師項者

14.8.11山下寿之朝日町宮崎海岸・鹿島樹叢観察会富山県中央植物園友の会

･大原隆明

14.9.26山下寿之植生調査指導富山県自然博物館「ねいの里」

14.7.20橋屋誠きのこ部会きのこ観察会富山県中央植物園友の会

14.9.28橋屋誠きのこフェスティバルパートI講師富山県有峰青少年の家

14.10.5橋屋誠きのこ部会きのこ観察会富山県中央植物園友の会

14.10.19橋屋誠きのこフェスティバルパートⅡ講師富山県有峰青少年の家

14.1020橋屋誠キノコ観察と鑑賞会講師頼成の森

14.11.3橋屋誠きのこ部会きのこ観察会富山県中央植物園友の会

14.12.2橋屋誠講演会「京都西山の自然」京都西ライオンズクラブ

15.2.25中田政司ラジオ番組出演株式会社エフエムとなみ

6.平成14年度委員等

期 間氏名内容依頼者

平成14年度黒川道国立科学博物館筑波研究資料センター独立行政法人国立科学

筑波実験植物園運営委員会運営委員博物館

平成14年度黒川道（社)日本植物園協会評議員（社)日本植物園協会

平成14年度黒川道（財)服部植物研究所評議員（財)服部植物研究所

平成14年度中田政司植物地理・分類学会評議員・編集委員植物地理・分類学会

平成14年度中田政司（財)日本染色体学会評議員（財)日本染色体学会

平成14年度中田政司富山県自然環境指針見直し業務調査委員富山県自然保護課

平成13.62中田政司富山市科学文化センター展示委員会委員富山市教育委員会

～事業終了まで

平成14.10.9山下寿之県指定天然記念物朝日社叢検討委員会委員氷見市教育委員会

～15.3.31

平成14年度山下寿之富山県自然環境指針見直し業務調査委員富山県自然保護課

平成14年度神戸敏成絶滅危倶対策委員会（社)日本植物園協会

平成14年度大原隆明富山県自然環境指針見直し業務調査委員富山県自然保護課

7.平成14年度研修生等の受入

(1)平成14年度博物館実習生

氏 名所属期間

中林いづみ富山大学理学部生物学科平成14.7.29～8.9

近誠則富山大学理学部地球科学科平成14.7.29～8.9

宇津早苗富山大学理学部生物学科平成14.8.19～30

小林永奈帯広畜産大学畜産環境科平成14.8.19～30

(2)平成14年度13年次教員研修会受講者(平成14.8.28～8.30）

氏名所属

野口泉雄山高校

北野幹昌小杉高校

根塚光寛上中島小学校

新堂善子寺家小学校

久和浩美池多小学校

氏名所属

伊東真利子奥田小学校

奥田雅子奥田小学校

盛真由美光陽小学校

酒井克樹福沢小学校

山崎民子野村小学校
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(3)平成14年度「社会に学ぶ14才の挑戦」受入

富山市立和合中学校(平成14.6.17～21）

浅野亮太

出井友一郎

八木妙湖

婦中町立速星中学校(平成14.9.30～10.4)

吉田慎一朗

宮本光弘

8.平成14年度視察研修等受入

年 月日視察研修者内容人数

14.4.27

14.5.15

14.5.22

14.7.19

14.7.21

14.8.6

14.8.27

14.9.11

14.9.22

14.10.5

14.10.16

14.1023

14.10.25

14.11.5

14.11.13

14.11.15

14.11.25

14.1227

15.2.4

15.2.5

15.3.4

15.3.10

15.3.10

15.3.11

15.3.16

15.3.19

15.3.19

15.3.19

富山大学理学部生物学科新入生オリエンテーション47
専門学校富山国際職塾学院視察研修100

テクノ・ホルテイ園芸専門学校施設見学108

花と緑の銀行視察研修117

富山県教育委員会生涯学習室視察研修15
吹田市小学校教育研究会視察研修16

婦中町シルバー人材センター視察研修10

秦皇島市友好訪問団園内視察6
花と緑の銀行氷見支店視察研修34

富山県林業技術者懇談会植物撮影技術研修12
石川県議会元議員連盟園内視察8

大阪府和泉市園内視察7
富山県内水面漁場管理委員会園内視察25

富山県生活環境部男女参画・ボランティア課園内視察2

富山県中国雲南省友好協会園内視察5
海外技術研修員園内視察4

小杉町商工会観光・サービス業部会施設見学12

富山県消防防災課園内視察2
筑波研究資料センター園内視察l

高岡市役所園内視察4
富山労務局職業安定部施設見学3

富山農地林務事務所ドリアスホール視察5

戸出地区花と緑の推進協議会視察研修10

富山交通（株）配車センター施設見学4

富山交通（株）配車センター観光研修2l
広島市安佐動物公園・植物公園職員施設運営状況、園内視察3
富山交通（株）配車センター観光研修13

林政協議会林産振興部会ドリアスホール視察18

9.平成14年度行政バス

(1)県政バス

年月日内容人数

521都市計画課・街の緑里の緑24

5．22林政課・花の名所めぐり37

林政課・花の名所めぐり43

5.24林政課・花の名所めぐり48

528林政課・花の名所めぐり39

6．7林政課・花の名所めぐり48

621広報課．Bコース38

林政課．とやま植物園めぐり36

6.26林政課・花の名所めぐり39

6．28広報課．Bコース41

(2)富山市民バス

7.12広報課．Bコース38

9．6林政課・花の名所めぐり25

9．13林政課・森林浴20

10．7都市計画課・街の緑里の緑44

1021林政課・花の名所めぐり34

10.23都市計画課・街の緑里の緑42

10.25林政課・花の名所めぐり35

10.3広報課．Bコース39

11．6林政課・花の名所めぐり46

11．8林政課．とやま植物園めぐり49

合計のべ20回20台765名

年月日内容人数

13.7.19老田校区48

13.102水橋東部ふるさとづくり推進協議会28

合計2回2台76名
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1.収集植物現況(平成14年度末現在）

8

Ⅱ
宮
ノ直1勿管理三手業

区画代表的な植物種類数個体数

展示温詞「TM~1re面1
熱帯雨林植物室ビヨウタコノキ、ヘゴ、ゾウタケ4501,529

ラン温室カトレヤ、デンドロビウム、パンダ2382,162

熱帯果樹室バナナ、パパイヤ、パイナップル3101294

高山植物室コマクサ、クロユリ、プリムラ類130917

雲南温宰トウツバキ、カンレンボク85125

頁界展示園12,0121「5面g詞

世界の植物ゾーン ユュ441里&

ツツジ・シャクナゲ園レンゲツツジ、西洋シャクナゲ965,806

ボタン・シャクヤク園中国ボタン、西洋シャクヤク1311,776

香りの植物キンモクセイ、ラベンダー、（ラ 821,764

繊維の植物ワタ、コウゾ、ミツマタ37820

染めの植物ベニバナ、アイ、コガネバナ503,174

芝生広場アメリカハナノキ、サルスベリ735,066

サクラ・ウメ園サクラ類、ウメ、モモ、カリン 1152,722

花のプロムナードソメイヨシノ、サトザクラ311,263

クレマチス園 テツセン、クレマチス類189318

球根植物原種チューリップ、ヒガンバナ6113,145

雲南の植物ハンカチノキ、シナユリノキ78520

北米の植物ユリノキ、カシワバアジサイ661,355

温室周辺ワシントンヤシモドキ、ヤタイヤシ362,989

話題の植物ニガウリ、ウオーキングスティック69800

日本の植物ゾーン＆盤ユ盤匝

シイ・カシの森ヤプツバキ、スダジイ、タブノキ176864

クリ・コナラの森クリ、クヌギ、コナラ、ガマズミ1941,924

ミズナラ・ブナの森ブナ、ミズナラ、ユキツバキ1744,414

沼沢・渓谷の植物ツリフネソウ、クリンソウ1071,346

低地草原オミナエシ、キキョウ353,004

山地草原ゼンテイカ、マツムシソウ602,519

湿地の植物ミズアオイ、アサザ、コウホネ482,598

ロッケリーフジアザミ、エッチユウミセバヤ21528

河原の植物アキグミ、カワラケツメイ241,073

海岸の植物クロマツ、ハマナス、イソギク591,595

暦諏匡琉1「Z研~I28,192

栽培温室、栽培圃場雲南の植物6602,275

琉球列島の植物、系統保存植物約1,700約8,140

駐車場、入口広場他チヨウキンレン、ベニバナトチノキ11617,777

園全ｼ体 約5,701約95,602



2.平成14年度新規導入植物

(1)個人、機関からの寄贈

年月日寄贈者導入植物

14.5.8仁田坂英二変化咲きアサガオ26品種(種子）

5.25越野淳一クレマチス7種7株

6.19越野淳一クレマチス22種22株

7.4林野庁テガタチドリ、ノビネチドリなど9種17株

9.26越野淳一クレマチス13種13株

15.3.15越野淳一クレマチス19種19株

(2)植物園協会種苗交換による導入

年月日植物園導入植物

15.1.20内藤記念くすり博物館付属薬用植物園ホソバタイセイ(種子）

1.21武田薬品・京都薬用植物園シナサルナシ(種子）

1.25熊本大学薬学部付属薬用植物園アイラトビカズラ(苗）

1.29広島市植物公園オニバス(種子）

2.26京都府立植物園ハルノタムラソウ(苗）

(3)種子交換による導入

年月日植物園導入植物

14.1.7InstituteBotaniquedelaGraronne(フランス)Gleditsiasinensis他7種

2.5ヌシヤテル大学植物園(スイス)Alliumoﾉeraceum他4種

2.12ロシア科学アカデミーヤクーツク支部植物園(ロシア)LeontopodiumkurUense他16種

2.20ベルリンーフンボルト大学植物園（ドイツ)Adiantumtrapeziforme他8種

2.27ブリティッシュ・コロンビア大学植物園(カナダ)Mahonianervosa他8種

3.5ブザンソン大学植物園(フランス)Ramondamyconi他2種

3.11コメンスキー大学植物園(スロバキア)Dryasoctopetaね他9種

3.19高知県立牧野植物園(日本)E℃hinopssetifer他12種

3.26ターリン植物園(エストニア)Rosamo雌他5種

4.lハンガリー科学アカデミー生態Pittosporumbicoﾉor他3種

･植物学研究所植物園(ハンガリー）

4.23リヨン植物園(フランス)Echinospartumhorridum他17種
5.27ケーテ大学植物園（ドイツ)Leucanthemellaserotina他19種

528 ラ トビア国立樹木園(ラトビア)Piceapung℃J2S他4種

6.7新潟県立植物園＆筑波実験植物園(日本)Lychnismiqueliana他7種

6.7ボゴール植物園(インドネシア)Agathisdammara他7種

7.8ロシア科学アカデミー極東支部植物園(ロシア)Dendranthemamaximowibza他5種

7.9コペンハーケン大学植物園(デンマーク)Begonな血召nconis他20種

8.20アルタイ州立大学南東植物園(ロシア)Dendranthemazawads雌他5種
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(4)購入植物

年月日購入先購入植物

144.10大井仙樹園プシユカン他3種3株

4.17大井仙樹園ホタルノキ他9種10株

4.18大井仙樹園ニオイバンマツリl株

4.21大井仙樹園クフエア・タスマイス他6種10株

4.24大井仙樹園ヤーコン2株

427大井仙樹園マダガスカルブッドレア他3種5株

4.30大井仙樹園ナンキヨウ1株

52大井仙樹園エアポテト1株

523水草苑ミズオオバコ他2種2株

6.18大井仙樹園モリンダ2株

6.27フルールふるるココヤシ他8種12株

7.30フルールふるるライテイア他11種18株

824フルールふるるサタケンチャ他2種4株

8.30フルールふるるヒメアンスリウム他12種33株

9.30フルールふるるミルトスタキス・レンダ他1瀬17株

10.1北山ナーセリーパリソタ他堀11株

102大井仙樹園オオタニワタリ他堀30株

10.28長島植物園サンセヴエリア他蝿4株

10.28アルペンガーデンやまぐさクレマチス、コシノコバイモ他23種118株

10.30フルールふるるプルメリア他1蝿22株

11.3大井仙樹園ガラナ2株

11.24フルールふるるストレリチア他24種36株

11.24大井仙樹園プラツソレリオカトレヤ他2種10株

1128大井仙樹園ウメ17種18株

15.120大井仙樹園サクラ2種4株

3.平成14年度分譲植物(植物体の部分を含む）

(1)個人、機関への分譲

年月日分譲先分譲植物数量使用目的

14.4.15中野優Muscarimoschatumvar・勉vum6株研究用

5.14中野優エツチユウミセバヤ、ミセバヤ他3種13株研究用

10.21中村郁郎チヨウキンレン葉1枚研究用

15.3.26小矢部市立津沢小学校カラスウリ種子30粒教材

(2)植物園協会種苗交換による分譲

年月日分譲先分譲植物

14.5.17広島大学医学部付属薬用植物園クロバナヒキオコシ、ツルマメ、エゾヒナノウスツボ(種子）

15.2.4京都府立植物園ハナガガシ(苗）

2.4よみうりランド植物園ヒロハツリバナ(苗）
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(3)種子交換による分譲(平成14年度カタログ）

年 月日配付先配付種子

15.7.31リヨン植物園(フランス）オヤマボクチ他2種

7.31ブザンソン大学植物園(フランス）アヤメ他5種

7.31Ins廿tuteBotaniquedelaGraronne(フランス）タカノツメ他12種
7.31国立樹木園(フランス）ミヤマカワラハンノキ他6種

7.31ハンガリー科学アカデミー生態コバノガマズミ他11種

･植物学研究所植物園(ハンガリー）

7.31ロシア科学アカデミーヤクーツク支部植物園(ロシア）タカネミズキ他7種

7.31中央シベリア植物園(ロシア）ハマナデシコ他8種

7.31ボゴール植物園(インドネシア）クマシデ他6種

7.31ゲーテ大学植物園(ドイツ）ポタンヅル他2種

7.31コメンスキー大学植物園(スロバキア）ヒメシャラ他4種

7.31ラトビア国立樹木園(ラトビア）オオカメノキ他6種

7.31ベルリンーフンボルト大学植物園(ドイツ）イワカガミ他4種

7.31ターリン植物園(エストニア）エゾユズリハ他6種

7.31コペンハーゲン大学植物園(デンマーク）オオバギボウシ他1種
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1.平成14年度催事記録

(1)特別開園

(2)企画展示

開催場所：サンライトホール、開催時間：9:00～17:00(11月～1月は16:30まで）

(3)月例行事

●植物園オリエンテーリング(7回）

親子で植物の問題に取り組みながら園内を散策(開催時間：10:30～12:30)

開催日：毎月第3日曜日

参加者数約131名

（これ以外に4団体がオリエンテーリングを実施、455名が参加）

●日曜植物案内(12回）

園内の植物をテーマに沿って植物園の職員が解説(開催時間：11:00～12:00）

開催日：毎月第1日曜日

参加者数約220名

12

Ⅲ教育普及皇韮
』
‐
合
一
》

催 事名称開催日開催時間開催場所参加者数

夜間開園「夜桜観賞」4/2(火),3(水)18100～2i:oo屋外展示園3,481

夜間開園「ケツカビジン観賞」7/14(日),15(月）19:00～21:00展示温室589

夜間開園「夜の温室植物」8/14(火),15(水）19:00～21:00展示温室636

催事名称 開催日 内容

企画展「立山室堂の高山植物」4/5(金)～5/1(水）立山室堂周辺で見られる高山植物の紹介

特別展「野生ラン展」5/4(金)～5/6(日）ランの野生種と園芸品種を展示

写真展「植物と野鳥」5/10(金)～6/5(水）植物と野鳥の関係を紹介

ミニ展示「植物で作る紙」6/7(金)～6/19(水）植物を原料として作られる紙の紹介

植物写真教室「講習作品展」6/21(金)～7/17(水）講習会で撮影した園内の植物写真を展示

特別展「食虫植物展」7/19(金)～7/31(水）様々な姿や動きをする食虫植物の紹介

写真展「夏の夜に咲く花」8/2(金)～8/21(木）夏の夜だけに花を咲かせる植物の写真紹介

｢友の会植物画部会作品展」8/23(金)～9/18(水）植物園友の会植物画部会会員の作品を展示

企画展「カボチャと瓢箪」9/20(金)～10/23(水）カボチャとヒョウタンの紹介

｢植物画展」11/1(金)～11/13(水）フェアリーリングの会有志の作品を展示

｢私の植物写真展」11/15(金)～12/11(木）一般から募集した植物写真を展示

企画展「干支にちなんだ植物」12/13(金)～1/15(水）干支に関係する植物を実物とパネルで紹介

写真展「植物の造型美」1/17(金)～2/5(水）植物の造型的な美しさを写真で紹介

｢私の植物画展」2/7(金)～2/26(水）一般から募集した植物画作品を展示

｢平成14年度研究発表展」2/28(金)～3/26(水）植物園での研究活動と、中国雲南省との

共同研究報告一雲南省にベゴニアを求めて－ 共同研究について紹介



(4)講座・講習・講演会

催事名称講師等開催日開催場所参加者

県民カレッジ連携講座豊田路子・岡田宗男4/27(土）研修室54

第18回植物画講習会（フエアリーリングの会）～28(日）

講演会平田良雄5/5(日）研修室50

北陸地方におけるラン栽培（富山県蘭協会）

植物写真教室前悌勇6/1(土）研修室54

やさしい花の撮り方（富山県写真家協会顧問）・園内

和紙を作ってみよう東秀幸・上口恵子6/7(金）サンライト

(平村和紙工芸研究館職員）～9(日）ホール

親子植物観察記録会富山県情報工房職員7/21(日）研修室42

デジカメで花を撮ろう

講演会仁田坂英二7/28(日）研修室15

変わり咲きアサガオ（九州大学大学院理学研究院助手）

小学生植物ふしぎ教室職員7/29(月）実習室27

～31(水）

県民カレッジ連携講座足立紀美子8/3(土）実習室15

植物染め講習会-アイで染める．（女子美術大学講師）

植物学講座松本淳8/25(日）実習室12

粘菌の観察（慶応義塾大学生物学教室助手）

トロピカルフルーツを職員9/22(日）研修室33

楽しむつどい

どんぐりで遊ぼう職員10/20(日）研修室43

県民カレッジ連携講座豊田路子・岡田宗男ll/9(土）研修室34

第19回植物画講習会（フェアリーリングの会）～10(日）

第10回TOYAMA植物フォーラム鷲谷いづみ(東京大学大学院教授)11/17(日）研修室72

外来植物と生態系の保全梅原徹(環境設計株式会社取締役）

上赤博文(佐賀県教育センター研究官）

電子顕微鏡で職員1/26(日）実習室13

植物を観察しよう

研修室親子植物観察記録会富山県情報工房職員2/9(日）43

デジカメで花を撮ろう

研修室平成14年度研究発表職員3/16(日）40

共同研究報告一雲南省にベゴニアを求めて－

2.平成14年度印刷・出版

（1）「植物園だより」の発行

●2002年4．5．6月号(通巻23号）

表紙一カタクリ(松本清徳氏撮影)/特集一やってみよう1植物園オリエンテーリング/活動報告－私の植

物画展、平成13年度研究活動展植物園を支える研究活動(6)、追加寄贈された二口画伯の植物画/話題の

植物一カラフトイバラ、クレマチス/研究紹介一アオキ類の花粉(技師志内利明)/中国雲南省の植物と文

化－そのl雲南省東南部(主任研究員神戸敏成)/これからが見ごろの植物一アリウム・クリストフイー、

アリウム・カラタウイエンセ、アリウム・モリー/イベント案内

●2002年7．8．9月号(通巻24号）

表紙一エノテラ・ミズーリエンシス/特集一「種子交換」で入手した植物/活動報告一特別展「第23回野

生ラン展｣、写真展「植物と野鳥」ほか/話題の植物一メコノプシス・グランデイス、スイフヨウ/研究紹

介一チョウジザクラの種内分類(技師大原隆明)/中国雲南省の植物と文化－その2雲南省南部(主任研究員
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神戸敏成）／これからが見ごろの植物一オオボウシバナ、ナツズイセン、オミナエシ/イベント案内

●2002年10．11．12月号(通巻25号）

表紙一ジュウガツザクラ/特集一趣味の園芸フェアが開催されました/活動報告一夜間開園「ゲッカビジン

鑑賞｣、友の会植物画部会作品展、講演会「代わり咲きアサガオ」（仁田坂英二先生)、植物学講座「粘菌

（変形菌）の観察」（松本淳先生）ほか/話題の植物一ヤマトゲバンレイシ、クチナシ/研究紹介一富山県内

のコナラニ次林の種類組成と遷移(主任研究員山下寿之)／これからが見ごろの植物一ノジギク、ハナノキ、

ムラサキシキプ/イベント案内

●2003年1．2．3月号(通巻26号）

表紙一フイリソシンカ/特集一第10回TOYAMA植物フォーラム外来植物と生態系の保全一植生復元の落

とし穴/話題の植物一ナルキッスス・ヴイリディフロルス、ヒツジにちなむ植物/研究紹介一父はなくとも子

はできる一キミズにみられる繁殖戦略(技師兼本正)／中国雲南省の植物と文化－その3雲南省北西部（主

任研究員神戸敏成)/これからが見ごろの植物一トウツバキ、フクジュソウ、センナリバナナ/イベント案内

（2）「富山県中央植物園研究報告」第8号の発行(調査研究事業に掲載）

（3）「事業概要」第4号(平成13年度)の発行(A4判・24頁、平成15年2月20日）

（4）「富山県中央植物園散策ガイドドリアスマップ」の発行(A3判6シ折りリーフレット）

3.平成14年度新聞・雑誌等への寄稿

年月掲載誌タイトル 執筆者

14.4農耕と園芸「新花弁探索」ダイリソケイ神戸敏成

14.6農耕と園芸「新花弁探索」ウンナントベラ神戸敏成

14.8農耕と園芸「新花弁探索」ニコゲシチョウゲ神戸敏成

14.10農耕と園芸「新花弁探索」マウリテイエラ・アクレアータ宮川敏

14.12農耕と園芸「新花弁探索」カマドレア・アマビリス宮川敏

14.7北日本新聞朝刊「とやま面白学自然科学編」照葉樹の森山下寿之

15.2農耕と園芸「新花弁探索」サンセヴェリア・パテンス宮川敏

4.平成14年度取材対応

（1）新聞37件

（2）テレビ36件（番組出演13回）

（3）ラジオ10件

（4）雑誌等13件

5.平成14年度リファレンス(質問対応)状況

平成8年度9年度10年度11年度12年度13年度14年度

総数140243334493624715780

質問方法別

来園6584118179258268301

電話73153206301341410432

文書26913253747

質問内容別

同定(キノコ)73(50)79(58)129(73)181(110)275(184)330(196)320(190)

園芸相談2573103159178208217

その他4291102153171177243

質問者業種別

一般127202266420528606676

マスコミ11355955677274

植物関係者26918293730
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6.平成14年度新聞記事(定期掲載を除く）

7.北日本新聞夕刊「世界の緑とともに」－県中央植物園からの報告一

えとの植物一コマクサは「馬の顔」（高橋一臣）

植物染め－個性的な色合い人気(橋屋誠）

植物教室一身近な自然を教材に(兼本正）

どんぐり－自然の材料でこま作り(浅野豊）

ドリアンー香り強烈、熱帯果樹の王(兼本正）

植物フォーラムー議論から数々の成果生む(大宮徹）

幸福の木一水やりはほどほどに(中田政司）

バショウー富山でも育つバナナ(神戸敏成）

ミョウガ－赤い花の正体は？(橋屋誠）

キノコー大忙しの「食用判定」（橋屋誠）

ケナフー環境考えるきっかけ(中田政司）

ホームページー入園者増加への秘策？(松井伸彦）

小学生の疑問一北海道や鹿児島からも(中田政司）

オオツクバネガシー富山が分布の北限域(山下寿之）

水田雑草一かつてはごく身近に(橋屋誠）

センポンギクー富山の渓流に根を張り(志内利明）

タテヤマスギー「クーロン増殖」する県木(山下寿之）

エッチユウミセバヤー県代表する固有植物(中田政司）

サンインギクー雑種化も絶滅の一つ(中田政司）

チマキザサーますのすしの必需品(高橋一臣）

ツバキー日本各地で特徴ある品種(橋屋誠）

タテヤマー高地の植物研究支える(志内利明）

チョウノスケソウー愛称ドリアスは森の精(高橋一臣）

サクラ調査一「嵐を呼ぶ男」の気苦労(大原隆明）

センノウークローンばかり？国内種(神戸敏成）

ミズアオイー土壊のかく乱で復活(神戸敏成）

共同研究一日中友好推進にも貢献(神戸敏成）

雲南省から－実験室で観察や現地調査(中田政司）

砥子顕微鏡一超ミクロの世界を探検(橋屋誠）

植物の内部一想像もつかない特別柵造(大宮徹）

立山室堂平一植物相に人為的影響(高橋一臣）

外来植物一毎年5種のペースで発見(大原隆明）

おしば標本一生育確認の証拠に(志内利明）

ヨシナー受粉せずに雌花結実(兼本正）

コナラ林一里山維持早急に検討を(山下寿之）

目指すもの－植物文化推進の中核に(黒川道）
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年 月内容件数

平成14．4夜桜鑑賞、桜満開、他10

5野生ラン展、写真展「植物と野鳥｣、テッセンに白万重咲く、他23

6植物公園ネットスタンプラリー、アジサイ見頃、パンノキに実、他11

7アーテイーチョーク見頃、月下美人150輪満開、特別展「食虫植物展｣、他28

8トーチジンジャー見頃、センノウ開花成功、夜の温室特別開園、他15

9花通信「パンパスグラス・ツリフネソウ見頃｣、他6

10企画展「カボチャとヒョウタン｣、エッチユウミセバヤ開花、他10

11ナルキッスス・ビリディフロルス開花、コンニャク芋に花のつぼみ、他18

12ドリアスホール上棟式、企画展「干支にちなんだ植物展｣、他19

平成15．1リュウキュウベンケイ開花、ジヤボチカバの果実見頃、他17

2トウツバキ見頃、シナマンサク満開、私の植物写真展、他12

3新種の桜を確認、「植物園を支える研究活動」発表会、カタクリ開花、他18

年月日掲戟テーマ（執筆者）

14.4.12つの顔一親しまれる園目指して(黒川道）

14.4.2客足の悩み－楽しいサービス心掛け(祖川信一）

14.4.3雪国の大温室一光取り込む鉄骨の穴(中田政司）

14.4.4高山植物室一温度を下げる「冷室」（栗林信夫）

14.4.5植物収集一埋土種子用い新手法(志内利明）

14.4.8種子交換一外国産入手に好都合(志内利明）

14.4.9温室管理一コンピューターの落とし穴(大宮徹）

14.4.18難しい水やり-10年続けて一人前(中田政司）

14.420檀の中の植物一室内管理に細心の注意(栗林信夫）

14.4.22戸籍作り－1株ごとに登録番号(大宮徹）

14.4.23水辺の植生一這破壊慧こそ維持手段(山下寿之）

14.4.24雲南省の植物一異例の大量導入の実現(大宮徹）

14.4.25石林の石一日中友好のシンボル(館克己）

14.4.30チユーリツプー球根荒らすキジとの戦い(山下寿之）

14.5.13オオオニバスー水温や光栽培に難関(栗林信夫）

145.16チヨウキンレン一屋外でもきれいに開花(大宮徹）

145.17バオバプー星を壊す危険植物？(神戸敏成）

145.18ゾウタケー世界最大、用途幅広く（大原隆明）

14.521洋ランー評価分かれる展示方法(神戸敏成）

14.5.23バニラ－香り放たない葉の悲劇(宮川敏）

14.5.24バナナー常に実を見てもらうには(兼本正）

14.527フクベノキー「コウモリ男」の出番(大原隆明）

14.5.28コーヒー－栽培地で決まる風味(兼本正）

14.529青いケシー高山植物のチャンピオン(宮川散）

14.5.30白秩茶一台木から純白の貴婦人(桐林浩二）

14.6.4ケッカビジンー開花日予測は難しく（神戸敏成）

14.6.5カンアオイーギフチョウ幼虫の食草(志内利明）

14.6.6ハエトリグサーミ動く慧意外性が人気（兼本正）

14.6.7病害虫一珍しいてんぐ巣もち病(桐林秀雄）

14.6.10友の会一会員400人が活発に(高橋一臣）

14.6.11ボランティアー各自の得意分野で活踊(大原隆明）

14.6.12オリエンテーリング－深まる親子の対話(志内利明）

14.6.13植物画一富山に根づき全国へ発信(山下寿之）

14.6.14開花情報一「見ごろ」逃さないために(高橋一臣）

14.6.15植物の名前一和名あればより親しみ(山下寿之）

14.6.17民具・民芸品一生活の知恵の結晶展示(高橋一臣）



1.標本資料現況(平成14年度末現在）

2.文献資料現況(平成14年度末現在）

(1)単行本

(2)雑誌
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平成3～13年度平成14年度点数合計点数

購入標本3,00003,000

収集標本22,070中田採集中国雲南省産標本16024,030

大原他採集県内産標本1,500

その他300

寄贈標本7,712古瀬延子(ゴマクサ他）9538,687

高木末吉(ミゾコウジユ他）8

柳原正紀(タカネザクラ他）6

関太郎(タカギザクラ他）2

酒井初江(ツルカノコソウ他）2

植村和彦(Cりmptoniapei℃grina)1

奥田重俊(オテダマゼキショウ）1

清末幸久(アキノミチヤナギ）l

長井真隆(ナベナ）1

合計32,7822,93535,717

平成3～13年度平成14年度合計(冊数）

購入洋書9241925

中国書33111342

和書81133844

交換寄贈洋書1002102

中国書37037

和書1,5344011,935

合計3,7374484.185

平成3～13年度平成14年度合計(冊数）

購入洋書2,6923113,003

中国書63439673

和書2,2821802,462

交換寄贈洋書586216802

中国書9218110

和書8465761,422

合計7,1321,3408,472



1.研究体制(平成14年4月1日現在）

2.研究課題

(1)富山県の植物相と植生に関する調査

(2)富山県内の絶滅危倶植物の実態調査、増殖に関する研究

(3)導入植物の同定と利用に関する研究

3.富山県中央植物園研究報告第7号の発行(平成15年3月28日）

MasashiNakata,KaiyunGuan,ToshinariGodo,YuanxueLu&JingxiuLi:Cytologicalstudies

onChineseBegonia(Begoniaceae)LChromosomenumbersof17taxaofBegひniacollected

in2001fieldstudiesinYunnan.(中国産シュウカイドウ属（シュウカイドウ科）の細胞学的研

究L2001年雲南省野外調査で採集されたシュウカイドウ属17タクサの染色体数)(1-16).

沢之向隆・橋屋誠・鳴橋直弘：日本産タツナミソウ属の果実の表面形態(17-23)．

高橋一臣：ミクラザサの葉の表皮微細構造(予報)(25-30).

MasashiNakata,ZhonglangWang&KaiyunGuan:CytologicalnotesonYunnaneseplantsI.

Chamaegastrodiashikokiana(Orchidaceae),asaprophytenewtoYunnan．（雲南省産植物に
関する細胞学的知見L雲南省初記録の腐生ラン、ヒメノヤガラ)(31-35).

山下寿之：ハナガガシQuet℃ushondaeMakinoの堅果の発芽と当年生実生の成長(37-44).

兼本正：ウワバミソウは雌雄同株である(45.48)．

神戸敏成・魯元学・管開雲：中国雲南省における海菜花(Otteliaacuminata(Gagnep.)Dandy

の自生地調査(49-54)．

大原隆明・中田政司・高木末吉：富山県フロラ資料(7)(5569)．

橋屋誠：富山県高等菌類資料(1)(71-77).

4.平成14年度研究発表「植物園を支える研究活動(7)」（発表順)(平成15年3月16日）

・神戸敏成：3倍体センノウの微細繁殖

・大原隆明：富山県で新たに生育が確認された植物(6)

・橋屋誠：富山県で記録されたきのこ(7)

・吉田めぐみ：立山室堂平におけるライチョウの営巣地の植生

・兼本正：ウワバミソウは雌雄同株である

・高橋一臣：ミクラザサの葉の表皮構造
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氏 名職担当分野・専門分野

黒川道園長植物分類学、地衣類

中田政司副主幹研究員植物細胞分類学、植物細胞遺伝学、染色体、キク属

(企画情報課長）

大宮徹主任研究員植物分類学、植物形態学、植物解剖学、マメ科

山下寿之主任研究員植物生態学、植物社会学、常緑広葉樹林、種子生態

神戸敏成主任研究員植物育種学、植物組織培養、花き植物、絶滅危倶植物

橋屋誠主任植物分類学、菌類(キノコ)、地域フロラ

吉田めぐみ技師植物生態学、種生物学、高山植物

兼本正技師植物細胞分類学、琉球列島フロラ、イラクサ科

高橋一臣技師植物分類学、酵素多型、タケ科

大原隆明技師植物分類学、地域フロラ、サクラ属

志内利明技師植物分類学、トカラ列島フロラ、渓流沿い植物



･志内利明：アオキ類の発芽

･山下寿之：ハナガガシ林とイチイガシ林の種組成と立地環境

･大宮徹：チヨウキンレンの分枝について

･中田政司：雲南省にベゴニアを求めて

5.著書・論文・学会発表等(平成14年度.富山県中央植物園研究報告第8号掲載分を除く）

黒川道

・広義の庫rme脆の地理・分類.地衣類研究会第31回大会.(2002).

中田政司

・各都道府県別の植物自然誌研究の現状16.富山県.植物地理・分類研究研究50:182-183.(2002)

・都道府県別植物誌・植物目録編纂状況一覧.植物地理・分類研究50:255-256.(2002）

・外来種事例集ヨモギ属とキク属．日本生態学会(編).外来種ハンドブック．pp.195.地人書館．
(2002).(分担執筆）

・日本に現存するセンノウの倍数性．園芸学会.(2002).(共同発表)．

山下寿之

・植生学会シンポジウム「植生データのデータベース化とその有効利用」に参加して．植生情報7：

34-35.(2003).

神戸敏成

・日本に現存するセンノウの倍数性．園芸学会.(2002).(共同発表)．

・中国雲南省における海菜花(Otteliaacuminata)の遺伝資源調査．日本育種学会第102回講演会（共

同発表)．

橋屋誠

・京都西山の自然．京都西山の自然編纂委員会・京都西ライオンズクラブ.pp､165.(2002).
・生物多様性調査生態系多様性地域調査(大蓮華山地域)報告書.(分担執筆).(2003)．

兼本正

・富山県中央植物園におけるボランティア活動.(社)日本植物園協会第9回研究発表会.(2002)．

・富山県中央植物園におけるボランティア活動.日本植物園協会誌37:10-12.(2003).

大原隆明

・ヤプザクラークローンでありながら種として存続する植物．日本植物学会第66回大会.(2002).(共同

発表)．

・生物多様性調査生態系多様性地域調査(大蓮華山地域)報告書.(分担執筆).(2003).

志内利明

・渓流沿いに生育するセンボンギクの発芽と形態特性.日本植物学会第66回大会.(2002)．

宮川敏

・ヒメテープルヤシについて.熱帯動植物友の会会報.114:39-41.(2002).
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1.施設概要(着工順）
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Ⅵ参考資；
ハ
齢
圭 今

施設 着工～完成 面積(㎡） 概要

屋外展示園 2.12～5.8 展示区域16(ha)

池 3(ha)

世界の植物ゾーン、日本の植物ゾーン、花のプ

ロムナード。観察用園路5,400m。

管理研修棟 4.8～6.3 2,090 園長室、植物園管理室、（財)花と緑の銀行事務

室、専務理事室、研修室、実習室、文献室、標

本室、図書閲覧室、研究室、培養室、映像処理

室、車庫、機械室他。

作業エネルギー棟 4.8～5.1 303 ボイラー室、作業庫、休憩室他

栽培温室(5棟）

第一駐車場

第1期

4.8～5.1

第2期

5.8～6.1

4.8～5.1

熱帯温室302

温帯温室113

暖温帯温室302

冷室151

雲南温室208

11,600 380台収容

第二駐車場 8.2～8.4 3,444 150台収容

屋外便益施設 4.8～6.1 のべ393 5棟

サンライトホール 5.8～6.8 888 企画展示スペース、休憩用ベンチ、映像情報シ

ステム

エネルギー棟 5.8～6.8 568 展示温室用灯油ボイラー、変電設備、自家発電

機、中央監視室他

展示温室(5棟）

１
６
３

７
７
８

期
一
期
一
期
一
期

１
８
２
７
３
３
４

第
風
第
６
第
私
第
10.10～12.3

ラン温室400

熱帯雨林植物室909

熱帯果樹室645

高山植物室341

雲南温室

(温)313(温冷)223

正面ゲート 7.3～7.9 171

雲南コーナー 7.9～8.3 1,500 石林の石soot、中国雲南省産の植物

外構、入口広場 7.9～8.3

東ゲート 7.12～8.3 27

ドリアスホール 14.9～15．3 155 休憩室、図書閲覧



2.施設平面図

’

トイレ

体怠甫

水飲み切

り…

植物園平面図

高山壁画

ドリアスホール ▼

■一

南迅宣

●

P 蝕轡■里宮

蕊
ライトホール

●

即
伽

“

、

池池ラン皿宣

サンライトホール・温室平面図

20



坦
醤｜樋物園管理室｜…

署堅班と

管理研修棟平面図

3.整備事業費

区分平成元年度234567

設計監理2688522190119

造園工事7165087329145

植栽工事34403014089162

建築工事8631,0341,120811

備品2921374

用地取得9779593274

雲南植物10310

石林の石11105

計261,8151,5612,0411,1871,3251,287

(平成元年～平成7年度）

21

合計

297

2,092

666

3,828

181

2,039

23

116

9,242

単位:百万円



4.利用統計

(1)平成14年度月別入園者数(有料）

.夜桜観賞(平成14.4.2～3)、ケツカビジン観賞(平成14.7.14～15)、夜の温室植物(平成14.8.14～15）

(2)平成14年度月別入園者数(無料） (3)平成14年度月別入園者総数

22

区分

(月）

個人団体

大人小人大人小人

地職組友の会特別観覧。合計

個人団体大人小人

大人小人大人小人

44,5041693690171842,80122218408,059391

55，42167330521916,3976

61,92166060291312,6876

71,542576384921108430149602,835120

81,623150385035116450864102,650236

91，86642710191442,3004

101,4772797026802,3802

111，03324910241231,6712

12497369011596363

174930015748383

21,5161390281471,7301

31,88320270991192,12820

合計24,0324234,425493761,4763,681322321034,311794

区分

(月）

減免無料合計

一般
大学小学生引率乳幼児その他
高校

大人小人

436834791,101835651,784

54101,0225136321551,0781,654

614132224530058444622

712325982287178383546

87442911740367258832

913239312631980338712

101514443687481016201,192

11513037639168195694

122639251933182232

11712546259568384

239776940478186481

34713575458101223593

合計1,2144,2312,2215,4951,0054,4409,726

分
別
区
く

総計

大人小人合計

畑
唖
籾
睡
妬
認
哩
遜
蝿
班
班
弛

０
９
３
３
３
３
４
２
Ｌ
２
２

2,175

1,660

628

666

1,068

716

1,194

696

235

387

482

613

8,624

7,475

3,131

3,218

2,908

2,638

3,000

1,866

718

906

1,916

2,351

４
５
６
７
８
９
Ⅲ
皿
吃
１
２
３

合計38,75110,52049,271



(4)平成14年度入園料減免対象団体利用状況

団体種別のべ利用団体数のべ利用者数

保育園・保育所463,003

幼稚園5683

小学校211,746

中学校7486

高等学校4150

盲・聾・養護学校7163

障害者援護施設・手帳所持13446

特別養護老人ホーム・老人保健施設24797

その他1575,888

合計28413,362

(5)全面開園(平成8年)後の入園者数

有料入園者無料入園者合計
年度
大人小人大人小人大人小人

総計

8126,14411,1727,30720,704133,45131,876165,327

972,3765,4553,41413,65875,79019,11394,903

1050,3463,7233,2829,85953,62813,58267,210

1144,3462,7523,5037,25047,84910,00257,851

1238,2882,3374,8359,47543,12311,81254,935

1334,4652,3604,7038,22339,16810,58349,751

1434,3117944,4409,72638,75110,52049,271

累計283,17721,14418,44353,947201,62075,091376,711

(6)平成14年度研修室等利用団体数．人数

研修室実習室
年度 (研修室併用を含む） 合計

第1第2第1+第2

831(1,064人)4(60)25(1,001)1(50)61(2,175)

943(1.336）7(138）12(445）4(483）66(2,402）

1021(630)4(51)29(967)3(20)57(1,668)

1120(602)6(88)27(970)8(210)58(1,753)

1226(739）5(80）7(319）5(76）41(1,192）

1323(620)11(143)12(630)5(114)48(1,507)

1410(179）4(43）7(337）1(9)22(568）
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5.例規(平成15年10月1日現在）

●富山県植物公園条例(抜粋）

公布平成5年9月30日富山県条例第54号

改正平成8年3月27日富山県条例第14号

平成9年3月26日富山県条例第3号

(目的）

第1条この条例は、富山が誇る豊かな植生等の自然環境を活用して総合的な植物公園の形成を図るこ

とにより、県民に植物に関する多様な学習と憩いの場を提供し、もって県民の教育及び文化の向上

並びに福祉の増進に寄与することを目的とする。

(県の責務）

第2条県は、前条の目的を達成するため、植物公園の中核となる施設として富山県中央植物園を設置

し、当該施設と県、市町村が設置する植物に関する展示等を行う施設との連携及びこれらの施設の

利用の増進について必要な措置を講ずるものとする。

(設置）

第3条県民に対し植物に関する総合的な知識の普及等を行うとともに、県内の植物に関する展示等を

行う施設(以下「植物展示施設」という）と連携を図るため、富山県中央植物園(以下「中央植物園」

という｡)を設置する。

(位置）

第4条中央植物園は、婦負郡婦中町に置く。

(事業）

第5条中央植物園は、次に掲げる事業を行う。

（1）植物及び植物に関する資料を収集し、保存し、展示すること。

（2）植物に関する専門的な調査研究を行うこと。

（3）植物に関する講演会、講習会、研究会等を開催すること。

（4）中央植物園及び植物展示施設の利用の増進を図るために必要な連絡調整、技術指導、情報の

提供等を行うこと。

（5）前各号に掲げるもののほか、中央植物園の設置の目的を達成するために必要な事業。

(入園の拒否及び制限）

第6条知事は、中央植物園に入園しようとするものが次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

入園を拒否することができる。

（1）中央植物園の秩序又は風紀を乱すおそれがあるとき。

（2）施設、付属設備、植物又は植物に関する資料(次条第1項において「施設等」という｡)を汚損

し、又は損傷するおそれがあるとき。

2知事は、中央植物園の管理上必要があると認めるときは、入園を制限することができる。

(遵守事項等）

第7条中央植物園に入園したもの（以下この条において「入園者」という｡）は、次に掲げる事項を

守らねばならない。ただし、知事が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。

（1）他の入園者に迷惑となる行為をしないこと。

（2）施設等を汚損し、'又は損傷しないこと。

（3）施設等を汚損し、若くは損傷するおそれのある物品又は動物若くは植物を持ち込まないこと。

（4）その他知事が特に指示した事項

2知事は、入園者が前項の規定に違反したときは、その者に退園を命ずることができる。

(専用使用の承認）

第8条中央植物園の施設のうち別表に掲げるものを専用して使用しようとする者は、あらかじめ、知

事の承認を受けなければならない。

2略

3略

(使用料）

第9条中央植物園に入園しようとする者及び前条第1項の承認を受けた者(第13条において「専用使用

者」という｡）は、それぞれ別表に定める金額の入園料又は専用使用料を納めなければならない。

2中央植物園において特別に展示している植物または植物に関する資料を観覧しようとする者は、
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1,000円の範囲内で知事が定める金額の特別展示観覧料を納めなければならない。

(使用料の徴収方法）

第10条入園料、専用使用料及び特別展示観覧料（以下「使用料」という｡）は、知事の発行する納入

通知書により徴収する。ただし、これにより難いばあいにおいては、口頭又は掲示の方法により現
金で徴収する。

2使用料は、前納とする。ただし、知事が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。
(使用料の減免）

第11条知事は、特別の理由があると認めるときは、使用料を減免することができる。
(使用料の還付）

第12条既に納入した使用料は、還付しない。ただし、知事が特別の理由があると認めるときは、こ
の限りでない。

(専用使用の承認の取消し等）

第13条略

(管理の委託）

第14条中央植物園の管理は、財団法人花と緑の銀行に委託する。

(県有の植物展示施設に対する措置等）

第15条知事は、県有の植物展示施設のうち、その特色にかんがみ中央植物園と有機的かつ一体的に
機能させ、及び利用の増進を図ることが適当であると認められるものを定め、そのために必要な措
置を講ずるものとする。

2知事は、前項の施設を定めたときは、その名称、所在地その他必要な事項を告示しなければな
らない。

(市町村等の植物展示施設との連携等）

第16条中央植物園及び前項の施設は、市町村その他の公共団体又は公共的団体が設置する植物展示

施設と有機的かつ一体的な利用が図られるよう、これらの施設との密接な連携に努めるものとする。

2知事は、前項の植物展示施設の設置者の求めに応じて、同項の規定の趣旨を達成するために必
要な助言を行い、又は援助の措置を講ずることができる。

(情報の提供）

第17条知事は、植物展示施設その他関係機関等の協力を得て、植物公園等に関する情報を収集し、
県民に対し、これを適切に提供するように努めるものとする。

(規則への委任）

第18条この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附則略

別表(第8条、第9条関係）

1入園料

区 分単位
金額

個人20人以上の団体

一般、大学の学生及び高等学校の生徒1人1回600円480円

中学校の生徒及び小学校の児童につき 300円240円

備考知事が定める期間において午後4時以後で知事が定める時刻以後に入園しようとする者に係る入

園料は、1人1回につき300円の範囲内で知事が定める額とする。

2専用使用料

種別
使用時間区分による金額超過料金1時間

9時から16時30分まで9時から12時まで13時から16時30分まで の金額

第1研修室5,990円3,000円3,500円1,000円

第2研修室 3,000円 1,500円 1,750円 500円

実習室4,200円2,100円2,450円700円

催し広場3,720円1,890円2,190円610円
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備考

1冷房又は暖房の期間中に第1研修室、第2研修室又は実習室を使用する場合の専用使用料は、

の表に掲げる金額に、その額の20パーセントに相当する額を加算した額とする。

2使用時間1時間未満の端数は、1時間として計算する。

3使用時間を短縮した場合においても、専用使用料は、減額しない。

こ

●富山県植物公園条例施行規則(抜粋）

公布平成5年10月1日富山県規則第56号

改正平成14年3月20日富山県規則第8号

(趣旨）

第1条この規則は、富山県植物公園条例(平成5年富山県条例第54号。以下「条例」という｡）の施行
に関し必要な事項を定めるものとする。

(専用使用の承認申請）

第2条条例第8条第1項の承認を受けようとする者は、専用して使用しようとする日（次条において
「専用使用日」という｡）の3月前から2週間前までの間に富山県中央植物園施設専用使用承認申請
書（様式第1号）を知事に提出しなければならない。

(専用使用の変更等）

第3条略

(休園日）

第4条富山県中央植物園（以下「中央植物園」という｡）の休園日は、次に掲げるとおりとする。た
だし知事は、特に必要があると認めるときは、臨時に休園日を定め、又は休園日に開園することが
できる。

（1）木曜日(その日が国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)第3条に規定する休日に当
たる場合を除く。）

(2)12月28日から翌年の1月4日までの日

(開園時間等）

第5条中央植物園の開園時間は、午前9時から午後5時まで（1月5日から1月31日まで及び11月1日か

ら12月27日までの期間にあっては午前9時から午後4時30分まで）とする。

2中央植物園に入園しようとする者は、午後4時30分まで（1月5日から1月31日まで及び11月1日

から12月27日までの期間にあっては午後4時）までに入園しなければならない。

3知事は、特別に必要があると認めるときは、前2項に定める時間を臨時に変更することができる。

(原状回復及び点検）

第6条略

(施設等の汚損又は損傷の届出）

第7条略

(細則）

第8条略

附則略

様式第1号略

様式第2号略

6.愛称とシンボルマーク

平成10年2月、公募によって決定。

愛称＝ドリアス

「ドリアス」は、ギリシャ神話に出てくる「森の精」の意味。また、富山県

の立山で最初に発見されたチョウノスケソウの属名(Dryas)でもある。
シンボルマーク

いろいろな植物の葉を集めて人の姿を表現したもの。見方によっては「大」

の字や花の形にも見え、中央の二つの葉柄が女性の目のようにも見える。
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富山県中央植物園の変遷

平成12年8月
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富山県中央植物園10年のあゆみ●
1.沿革

富山県では県内の優れた植生地や公園・緑地などをそれぞれ特色のある専門植物園として整備し、これら

をネットワーク化することにより、県土全体として一つの植物公園の形成をめざす全国的にもユニークな

｢富山県植物公園構想」を推進している。

「富山県中央植物園」は、この植物公園ネットワークの核となる施設として平成元年から整備が進められ、
平成5年10月1日に屋外展示隙lを開園し、その後、展示温室やサンライトホール、中国雲南省の植物と「石
林の石」を配した雲南コーナー等を整備して平成8年4月26日に全面開園した。平成10年10月には中国雲南

省から導入した植物を育成・展示するための「雲南温室」の建設が始まり、平成12年2月18日に完成、一般
公開された。平成14年9月10日には憩いの場や学習の場として多目的に利用可能なドリアスホールの建設に
着工し、平成15年3月14日に完成した。

｢富山県民総合計画」において植物公園設置の検討

｢富山県グリーンプラン」において植物公園設置の計画提示

｢富山県植物公園構想懇談会」設置

同懇談会において「富山県植物公園基本描想」策定

｢富山県植物公園整備委員会」設置

同委員会から「富山県植物公園について」報告

(中央植物園・専門植物園の機能分担、整備方向、候補地等）

富山県中央植物園設計競技

基本設計

造成工事起工式

開園(屋外展示園公開）

建築工事定礎式

全面開園(展示温室公開）

中国雲南省昆明植物研究所と友好協定調印

全面開園後の入園者30万人達成

雲南温室着工

雲南温室完成

中国雲南省昆明植物研究所と共同研究に関する合意書調印

開園後の入園者50万人達成

ドリアスホール着工

ドリアスホール完成

昭和58年4月

昭和60年2月

昭和60年7月

昭和63年12月

平成元年6月

平成元年11月
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部分開園テープカット(平成5年10月） 全面開園テープカツト(平成8年4月）
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全面開園後30万人目(平成10年8月） 開園後50万人目(平成13年4月）

一
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雲南温室完成(平成12年2月） ドリアスホール完成(平成15年3月）

令 繊

で
Ⅱ
■

国

卿ﾙ部iMhW‘､w’

蝿
北池から温室を望む：左から雲南温室、熱帯果樹室、サンライトホール、熱帯雨林植物室、高山植物室

(平成15年9月）
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2.中央植物園職員（平成15年10月1日現在）

氏名所属現職名勤務開始．勤務年数．

黒川道 顧問平成3.4.113
■■■■■■■■■■一一一一一一■■■■■■q■■q■■q■■■■■一一一一一一一一■■■■■■■■■q■■q■■一一一一一ーー一一■■■■■■－■■■■■■■■■一一一一一一ーー■■■■■■ー｡■■q■■q■■一一一一一－一一一一一一一一q■■q■■■■■■■■ー■■■■■■一一一一一一ーq■■一一一一一■■■q■■q■■ー■■■■■■■■■－＝

内村‘悦三 園長 平成15.9.11．

加藤治好次長・温室課長平成14.412

三上正男主幹・展示園課長平成15.4.1l

中田政司企画情報課副主幹研究員・課長平成5.2.111

橋屋誠企画情報課主任平成7.4.19
高橋一臣企画情報課主任平成6.4.110
志内利明企画情報課技師平成8.4.18

村家直樹企画情報課技師平成14.4.12
神戸敏成温室課主任研究員平成6.9.19

吉田めぐみ温室課主任平成5.4.111

兼本正温室課主任平成5.4.111
大原隆明温室課技師平成7.4.19

栗林信夫温室課業務技師平成8.4.18
大宮徹展示園課主任研究員平成6.7.1510

山下寿之展示園課主任研究員平成8.5.18

大森博展示園課専門員平成15.4.11
平成15.4.1谷口松義展示園課専門員’

桐林浩二展示園課業務技師平成5.4.111
平成4.7.1浅野豊展示園課業務技師12

.植物園建設の勤務を含む

3.中央植物園関係者OB

氏名旧職名(勤務開始当時）勤務開始勤務終了勤務年数

中村喜行植物公園建設班長平成2.4.1 平成4.3.312

奥田達夫植物公園建設班副主幹平成2.4.1平成6.3.314

加藤治好植物公園建設班副主幹平成2.4.1平成10.3.318

稲場秀雄植物公園建設班平成2.4.1平成5.3.313

松井昭夫植物公園建設班平成2.4.1平成5.3.313

須沼英俊植物公園建設班平成2.4.1平成4.3.312

飯田岳美植物公園建設班平成2.12.1平成4.10.22

荒屋健治植物公園建設班平成3.4.1 平成6.3.313

村中栄一植物公園建設班長平成4.4.1平成5.9.302

森靖弘植物公園建設班平成4.4.1平成7.3.313

中田清志専門員 平成5.4.1平成7.3.312

黒田悦弘主任 平成5.4.1平成8.3.313

石黒信二中央植物園次長平成5.10.1平成9.3.314

河合二夫植物公園建設班副主幹平成6.4.1平成8.3.312

桐林秀雄専門員 平成6.4.1平成14.3.318

加藤誠一技師 平成6.4.1平成10.3.314

浜松貞夫専門員 平成7.4.1平成10.3.313

中川達夫植物公園建設班平成7.4.1平成8.3.311

小見豊中央植物園次長平成9.4.1平成12.3.313

小坂道弘中央植物園部次長平成10.4.1平成13.3.313

松田弘専門員 平成10.4.1平成11.3.311

湊伸一郎技師 平成10.4.1平成12.3.312

有沢弘宣嘱託 平成10.4.1平成14.3.313

祖川信一中央植物園次長平成12.4.1平成14.3.312

松井伸彦主任 平成12.4.1平成14.3.312

鶴克己中央植物園部次長平成13.4.1平成15.3.312

宮川敏技師 平成13.12.3平成14.12.281
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●10年間に実施した教育普及事業の概要

中央植物園では、教育普及事業として様々な講演会、講座・講習会、企画展示を実施してきた。ここでは、

部分開園から10年間に開催した教育普及事業の概略を紹介する。

1.部分開園記念行事

平成5年10月1日に富山県中央植物園は、屋外展示園を部

分開園した。10月1日に開園式を執り行い、その後、部分

開園記念行事として展示会や講演会、講習会、イベントが

催された。

講演会・講習会開催日

第1回TOYAMA植物フォーラム10/3

植物画講習会110/9

植物画講習会210/16

親子押し花教室10/9～10,17

イベント 開催日

野点10/2.3

各種切り花、鉢花の即売10/2,3

親子オリエンテーリング10/9

園内ガイド10/2～3,9～11,

16～17

2.第13回全国都市緑化とやまフェア

富山県中央植物園オープニングフェスティバル

中央植物園が全面開園した平成8年4月26日から6月14日

までの50日間、第13回全国都市緑化とやまフェア“彩りと

やま緑化祭'96”のテーマ会場となり、富山県中央植物園

オープニングフェスティバルが開催された。この期間中、

多くの企画展示、講演会、講習会等を実施した。また、野

外ステージでは、県内の8つのアマチュア吹奏楽団による

演奏会も開かれた。

講演会・講習会など開催日

食虫植物学習会4/29

植物教室・観察会(タンポポ）5/12

トロピカルフルーツを楽しむ会5/12,19

植物画講習会5/25,26

オリエンテーリングクイズ5/26

クレマチスの品種と栽培6/2

ウールの植物染色を語る6/9

3.特別開園

親子オリエンテーリングの様子

展示会開催日

東洋剛展10/1～3

生け花展10/1～3

中国植物展10/1～3

植物画展10/8～20

バラ展10/16.17

野草錦葉展10/16.17

トロピカルフルーツを楽しむ会の様子

企画展示期間

食虫植物展4/26～5/11

世界の植物園展4/26～6/6

雲南省植物パネル展5/7～23

植物画展5/24～6/5

クレマチス展5/24～6/5

ウールの植物染色700彩展6/7～19

行 事名開催など

夜桜観賞 平成9年度から継続

夜の熱帯植物観察会、夜の熱帯植物を見る、夜の温室植物平成10年度から継続
ケッカビジン観賞の夕べ 平成12,14年度に実施
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4.TOYAMA植物フォーラム

平成5年から毎年、第一線で活躍する講師の方々を招恥し識減して頂いた後、意見交換を行った。

テーマ 開催日

第1回「富山県中央植物園」平成5年10月3日

－これからの展望一

第2回「薬用植物と植物園」平成6年10月2日

第3回「富山県植物誌をめぐって」平成7年12月3日

第4回「稀少植物の保護と植物園」平成8年12月1日

第5回「中国雲南省の植物と日本の植物」平成9年11月30日

第6回「ボランティア活動と植物園」平成10年11月15日

第7回「植物と香り」平成11年11月2cS日

第8回陥物が語る日本列島の歴史」平成12年11月19日

第9回「地方植物誌の課題」平成13年11月18日

第10回「外来植物と生態系の保全」平成14年11月17日

－植生復元の落とし穴一

5．講演会・講座・講習会

第6回TOYAMA植物フォーラム

行 事名一開催日など

植物面識習会平成5年度から継続

日|雁植物案内平成5年度から継続

親子オリエンテーリング、植物園オリエンテーリング平成5年から

夏休み植物教室、夏休み小学生植物ふしぎ教室平成6年度から継続

植物学講座平成6年度から継続

草木染講習会、植物染め講習平成6～14年まで開催。

組織培養入門、やさしいバイオテクノロジー平成8年～11年度

植物教室、親子植物教室平成8,9年度

トロピカルフルーツを楽しむ会平成8～9,13～14年度に開催

紙漉き実演、和紙を作ってみよう平成8～14年度

ネイチヤービデオ教室平成8年7月28日

どんぐりで遊ぼう平成8年度から継続

植物園を支える研究活動平成8年度から継続

夏休み中学生植物教室平成9～10年度

植物写真撮影法、植物写真教室平成10年度から継続

講演会「世界の野生ランを訪ねて」平成10年5月10日

講演会「世界のランの秘密」平成11年5月9日

クレマチスの観察と栽培法平成10年6月7日

きのこ相談会平成11～12年度

電子顕微鏡で植物を観察しよう平成11年度から継続
講演会「園芸ランの最近の傾向」平成12年5月14日
親子植物観察記録会デジカメで花を撮ろう平成12年度より継続
草笛を楽しもう平成12年6月24～25日
講演会「夢の植物を創る」平成12年9月17日
講演会「エビネとその仲間」平成13年5月13日
講演会「ハーブを探る」平成13年7月8日
スライド講演「スイスアルプスの高山植物」平成13年9月2日
講演会「北陸地方におけるラン栽培」平成14年5月5日
講演会「変わり咲きアサガオ」平成14年7月28日
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6．企画展示

行 事名開催期間など

植物画展、植物画作品展、私の植物画展平成5年度から継続

食虫植物展＊平成8.10.12.11年度に開催

植物園を支える研究活動平成8年度から継続

クレマチス展平成8～12年度に開催

末来に残したい植物展平成8年8月8日～20日

野生ラン展＊平成9年度から継続

干支にちなんだ植物展平成9年度から継続

植物写真教室講習作品展(写真展）平成11年度から

お盆の植物展平成11年8月13日～18日

二口画伯追悼植物画展平成11年9月23日～10月6日

世界のタバコ属植物一バイオテクノロジーを支えた植物一＊平成12年9月1日～27日

雲南温室完成記念展平成12年2月18日～3月8日

ミニ展示(｢サクラとモモ」「雲南省の植物」「植物と色」平成12年度に開催

｢森の妖箱きのこ」「パイナップルの仲間｣）

デジタル植物標本写真“スキヤノグラフイー”の世界＊平成13年4月13日～5月9日

ミントとラベンダー平成13年6月29日～7月18日

植物と昆虫一食べられ、食べて、助け合う一＊平成13年7月20日～8月15日

スイスアルプスの高山植物(写真展）平成13年8月17日～9月12日

立山室堂の高山植物平成14年4月5日～5月1日

植物と野鳥(写真展）平成14年5月10日～6月5日

植物で作る紙平成11年6月7日～19日

夏の夜に咲く花(写真展）平成11年8月2日～21日

カボチャとヒョウタン 平成14年9月20日～10月23日

植物の造形美一平成15年1月17日～2月5日

特別展として開催された企画展(*)の様子を以下に示した。

食虫植物展

食虫植物の種類や捕虫のしくみ、分布や進化などをパ

ネルで解説した。触ると葉が開閉運動するハエトリグサ、

モウセンゴケの粘りつく粘液、不思議な形をしたウツボ

カズラ、サラセニアの捕虫袋などを観察できるように実

際の植物も多数展示した。また、ジオラマを作成して自

生地の様子も再現した。

オープニングフェスティバル期間中の食虫植物展
一②一色一一●ー毎1■■■■④一●一■－●ー■－●一●一●ー岳一●■■■■●一■ー●一●－●一●ーqー●ー●一各一甲一色一■ー●一○一●一●－●ー●ー●ー●一●一●ー●－●－■一

野生ラン展

富山県蘭協会との共催でサンライトホールで開催し、

毎回200株ほど展示している。エビネのｲIf間が中心であ

るが、中には、デンドロビウムやエピデンドルムなどの

海外の野生ランも見られた。また、顕微鏡を使ってのラ

ンの種子の観察や、組織培養による野生ランの保全につ

いてパネルでの紹介、ライヘンバッキアのランの図譜の

展示も行った。
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世界のタバコ属植物

一バイオテクノロジーを支えた植物一

｢タバコの仲間｣、「バイオとタバコ｣、「タバコの文化」

として、様々な側面からタバコ属植物を紹介した。今日

のバイオテクノロジーを支えてきた重要なモデル植物と

しての解説や、信仰などとの深い結びつきを実物とパネ

ルや写真で展示した。また、「夢の植物を創る」として、

千葉大学園芸学部教授の三位正洋氏の講演があった。

「タバコの仲間」の展示
一■－■ー■ー●一●一●一●■■■■■e一●■■■■■●一●L■■■■●一●一｡一●一■一●ー■－，一●ー●一q-Dー●ーロー■一p－p一■ー■一aー●ー●一●ー●一●一●一●ー■－申一

デジタル植物標本写真

“スキャノグラフイー”の世界

前千葉県立中央博物館副館長の大場達之氏が考案した

デジタル画像として植物を記録する方法で、生きた植物

をスキャナーで取り込み保存する。“スキャノグラフィー”

と名付けられたこの手法で印刷された作品90点を展示し

た。また、植物園の友の会の主催で“スキャノグラフイ

ー”の実演を交えての講演会が催された。

1
一

I

スキヤノグラフイーの展示
一●一●－●一e一●一●ー●一●ﾛ■■■■●－●－■一■_●一p一■一●一●一■一色一●一●ー●一■ーロー●ー●一●I■■■■■一●一●一●ー■一砂■■■■■e－p－●一●ー●一●一■一

植物と昆虫

一食べられ、食べて、助け合う－

夏休み期間中に開催し、蝶や蛾の幼虫の食草となる

植物、植物を食害する甲虫、イスノキ、ヌルデなどに

できる虫えい、ウツボカズラなどの食虫植物、除虫菊

と樟脳、冬虫夏草、ランの花と昆虫、アリと植物、植

物に擬態する昆虫など、さまざまなトピックスで植物

と昆虫との関わり合いが紹介された。

植物と昆虫の展示

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ﾛ●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

7.その他

鳥翻NHK趣味の園芸フェア

平成14年8月25日に富山県中央植物園のある婦中町が

町制60周年を迎え、記念イベントとして中央植物園のサ

ンライトホールで開催された。花のある暮らし「シュウ

メイギク」と、咲かせよう育てよう「葉色が美しい観葉

植物」をテーマとしたNTIK「趣味の園芸」の公開収録

に続いて、「花と緑の歌謡ステージ」では歌手の門倉有

希さんと角川博さんの歌が披露された。

寅

↓:､ﾏｲ

蕊
Ⅵ
旗
食
ｌ
岡
内

剛，鴎
齢月

NIIK趣味の園芸フェアでの搬影の様子
園内挙式

平成13年には植物園のサンライトホールにて結婚式が行われた。
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●-主国雲南省（昆明植物研究所）からの植物導入、共同研究のあゆみ

1.友好提携の経緯

平成4年3月富山県雲南植物訪問団訪中中央植物園への雲南植物の導入について協議

平成4年8月雲南省友好訪問団来県富山県知事表敬訪問

平成4年12月雲南省日本富山県中央植物園視察団来県3月の意向書を基に富山県側と協議

平成5年6月富山県中央植物園整備実務協議団訪中協力合意書の締結

平成5年10月雲南植物の導入が始まる

平成5年11月昆明植物研究所の派遣職員交流が始まる

平成6年12月富山県中央植物園整備実務協議団訪中「石林の石｣、雲南植物の導入について協議し、

合意書に調印

平成7年5月富山県中央植物園整備実務協議団訪中「石林の石」仮組みの確認と雲南植物の導入
について協議

平成7年9月「石林の石」到着

平成8年4月中国雲南省友好訪日代表団来県昆明植物研究所との友好提携を締結

平成9年11月富山県中央植物園整備実務協議団訪中答礼と今後の交流について協議

2.雲南省からの植物導入の経緯

雲南省からの植物導入については、平成4年に雲南省科学技

術委員会と交換した協力意向書に沿って具体的な導入計画の

話合いが進められ、平成5年および平成6年に調印した植物導

入計画に関する協力合意書に基づいて、植物の導入を実施し

た。導入植物の採集は昆明植物研究所が担当し、12回に分け

て富山県中央植物園へ送付され、総計662種に達した。この間、

導入した植物の管理や富山での植物の順化は、昆明植物研究

所から一年交代で派遣された2名の技術者に指導を受けた。

B1U雛中央械物MM↓画科学院路明他物研究所

友好提描に関する協定書調印式

Il

l

〆

1

』

友好提携の調印式

(1)雲南省からの導入植物の概要

*種類数の累計は716種であるが、重複する種があるため総種数は662種となる。
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導入回導入年月日導入 物種類数個体数

第一次導入

第1回平成5年10月ボタン属、トウツバキなど(苗/種子)67300

第2回平成6年3月シヤクナケ属、サクラソウ科など(苗/種子）39126

第3回平成6年11月シヤクナケ属、サクラソウ科など(苗/種子）18151

第二次導入

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

平成7年4月雲南甘草、華山松など(種子）16‐

平成7年10月迎春柳、皮袋香、Il1蝋梅など(苗/種子)25134

平成

平成

平成

平成

平成

２
２
１
１
廻

年
年
年
年
年

８
８
９
９
９

月毛葉柿、峨|脂普機、柳蘭など(種子）57

月烏頭、野八角、鶏肉参など(苗）46257

月柏木、川貝母、雲南鉄杉など(種子）40

月喜樹、紅美花、白蘭花など(苗）68339

月牛舌草、鉄刀木、使君子など(苗/種子)106107

平成10年12月牛蹄藤、大葉桂、紅杉など(苗）99495

〃平成11年1月光葉械、小葉木蓮、直茎慈など(種子）13‐

第12回平成12年1月落地生根、耳叶風仙花など(苗/種子）122470

合計
716

＊（662）約2,379



（2）「石林の石」の導入について

中国雲南省の石灰岩地形の『石林』の近辺で採取された

ものを日中友好のシンボルとして昆明市から提供された。

j輸送は、1995年9月17日に中国船「魯海（ルーハイ）号」

に「石林の石」を積減して出航した後、9月26日富山新港

に到着。約1週間かけて中央植物園に運び込んだ。その後、

昆明市園林局職員の技術指導を受けて組み立てられ、1996

年4月の中央植物園全面開園式の際、除幕式と供に一般公

開された。
｢石林の石」の組立て作業

3．昆明植物研究所との共同研究の経緯

富山県中央植物園が保有する技術を活用して、雲南省産貴重植物の特性解明とその増殖を図り、昆明植物
研究所と共l司で自生地における調査・研究を行うことが、平成12年10月13日「日本国富山県中央植物園と
中華人民共和国中国科学院昆明植物研究所との共同研究に関する合意書」で合意に達し、平成13年度から事
業を開始した。

(1)研究内容

研究テーマ：雲南省の貴重植物（特に稀産・絶滅危倶植物）に関する保全生物学的調査・研究
研究期間：1期を2年とする5期10年

研究対象：第1期ベゴニア属第2期マメ科第3期モクレン科

第4期ツバキ科第5期サクラソウ科

研究方法：1年に1名、3ケ月以内で職員を相互派過し、共同で研究を遂行する。

研究経費：渡航費は派遣側負担、滞在費は受入れ側負担、調査・研究費は富山県負担とする。

(2)相互派遣職員

－ 一
一~

亜I虐

詞I霊
Ⅱ

Ｆ
１
Ｌ
小

L』

可
剖

ｊ

言
う

共|司研究の調印式 共同研究の様子(魯元学助理卯f究員）
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富山県中央植物園派遣職員期間

神戸敏成(主任研究員）平成13年5月15日～8月9日

中田政司(副主幹研究員）平成14年6月21日～9月16日

昆明植物研究所派遣職員期間

魯元学(助理研究員）平成13年11月14日～平成14年2月9日

王仲朗(副研究員）平成15年3月10日～6月11日



I

●_壷迩植物

アングレカム・セスキペダーレ(ラン科）

AngraecumsesquipedaﾉeThouars

種小名のセスキペダーレは‘15インチ(=1フィート

1/4約38cm)の花弁，の意1床で、このランの特徴であ

る長い距を表わす。ダーウィンがこのランを見て「この

長い距の底にある蜜を吸うことが出来るほど長い口吻

(蜜を吸う管)を持ったスズメガが存在する」と予言し、

約40年後の1903年に、長さ30cmもある口吻で、このラ

ンの蜜を吸いに来て花粉を媒介するキサントパンスズメ

ガが発見され、ダーウインの予言は見事に実証された。
アングレカム・セスキペダーレの花

花の後ろに長い距が見える

一o－●一曽I■■■■の一g一○一巳一●一●一■ー●一口一$一■－■l■■■■●ー■一●一●一●ー●q■e－bー●I■4■__■●h■■ﾛ■ゅ■由■■■■●IC■甲ー●｡■●●古寺｡■毎勺

ウンナンツツジ(ツツジ科）

RhododendronyunnanenseFranch.

雲南の三名花として、ツバキ、シャクナゲ、サクラソ

ウが有名である。このうち、シャクナゲの仲間のウンナ

ンツツジは、中国雲南省に分布するツツジ科の植物で、

当植物園では平成6年3月に昆明植物研究所より種子で

導入した。平成9年に高山植物室に植栽し、毎年4月下

旬から5月上旬にかけて株いつぱいに花をつける。中国

名は雲南杜鴎。
ウンナンツツジの花

一●一口一年一●ー●一●一●一●一P一争一ウー●ーe一・－■－●一●－●一●一■一■一己一ロー■一■■■■■ユー■言日一争員争一■一●一●一｡－◆一｡－■一●一●一●一

オオバイチジク(クワ科）

FYbusauri℃ulataLour.

中国雲南省昆明植物研究所から導入したイチジク属の

一種で直径70cmほどになる大きな葉が特徴で、入園者

は葉の大きさに驚く。中国名は「大椿樹」で富山県中央

植物園では和名として「オオバイチジク」を推奨してい

る。この仲間には観葉植物として有名なベンジャミンや

ガジュマルなど多くの種類があり、雲南省からも数種類

導入されている。
大きなオオバイチジクの葉

一a－a－■‐●一●一■一■一●一■一■一■一●一■一●一■一■ー｡ー自一●ー●■■■■■けー●一■ー●一○一つ－●ー■ーp一●一○I■■■■●l■■■■●,■■■■●一■■■■■■■I■■■■｡－■一e一●ー

オキナヤシ(ヤシ科）

Washington通丘/i/era(LindenexAndre)H.Wendl.

平成8年の全面オープンに向けて温室修景のために成

木が導入されたが、その後、キツツキが上部の幹にあけ

た穴から芯に腐れが入ってしまい、危険になったのでや

むなく伐採した。しかし、撤去の前に結実があり、その

種子から芽生えた株を平成15年初夏、もとの植栽場所

に植え成長を見守っている。
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オキナヤシの実生苗



キバナセイナンボタン(ボタン科）

PaeoniadelavayiFranch・var./utea(Delavayex

Franch.)Finet&Gagnep.

中国雲南省の中部から西北部にかけて分布する。黄色

の栽培品種のもととなり園芸上にも重要な種である。中

央植物園には麗江で採取された株が中国科学院昆明植物

研究所を通じて平成5年10月に導入され、ボタン・シャ

クヤク園に植栽されている。

F

黄色い花を咲かせるキバナセイナンボタン

1

町F■､●●｡■■●■lq■,●■b●画■ー■一■一●一ロー■ー■ー｡ー●ー､ー●■■■■■！■ー●一毎一●一①一■■■■■■ﾛ■ー■一■■■■■●ー｡－■一■一■ー●一●一●一●一毎■■ﾛ■■sー

キバナノツノゴマ(ツノゴマ科）

Ibicella/utea(LinclL)VanEselt.

尖った果実が特徴。花の色はツノゴマが薄赤紫色であ

るのに対し、本種はその名のとおり鮮やかな黄色である。

話題の植物エリアに植栽している株で比較すると、本種

の方が葉はやや大きく、花序の形もより明確な円錐形に

なるという違いがあるが、両者は全体的によく似ている。

キバナノツノゴマの花と果実

■■□b■■､●■F■■p令l■■の｡●,●●l●l■q■■■■■ー■一G－○一■ー●ー■一■一○ー■ー●ー■■■■■●一■一●■■■■■●－－●ー●一ロー●一●一旬一｡一●ー■一①一■一

ギンコウボク(モクレン科）

A必cheliaalbaDC.

中国雲南省昆明植物研究所から導入したモクレン科オ

ガタマノキ属の植物で、直径7cmほどの花が咲く。花は

強い芳香があり、開花中は温室中に漂う。中国南部では

糸で縛ったこの花を吊り下げて香水のように使う。よく

似た種類に黄金色を帯びた花をつけるキンコウボクとい

う樹木がある。

良い香りのするギンコウボクの花

一■一●一■一■ー●一■一｡一①一・一●－■一■一■一■一●一b一●－●一■一●一口一■一●一■一●一■一●一｡一■－●一色一■一●一■一ゆ一｡一ウー由■■■■■■,一画ロ■■■■

グネツム(グネツム科）

GnetumgnemonL.

平成15年グネツムが開花した。植栽後は樹勢が悪か

ったが、平成14年から活力が復活してきた。植物系統

学的に裸子植物と被子植物をつなぐ重要な位置にあるこ

とで有名な種であり、その花も特異な形態をしていた。

残念ながら、今回結実まではいたらかなった。

4(）

グネツムの開花の様子



センノウ(ナデシコ科）

LychnissennoSieboldetZucc.

600年以上前に中国から渡来したと考えられている植

物であるが、日本では絶えてしまったと思われていた幻

の植物である。数年前に島根県で栽培されていることが

確認され、中央植物園ではバイオテクノロジーの技術を

利用した増殖・保存や育種の研究に取り組んでいる。

T醇

今では幻となったセンノウの花

一●一■■■■■■■ー｡一句1■■■■■1■■■■■ー■一■’■■■■申l■■■■●一●一｡一■一毎一■,■■■■○一●一●ー●ー●－●一■一○－①一■一｡－■－■－F一●一旬l■■■■●ー●ーBー●一■一■一口一●－

ゾウタケ

DendrocalamusgiganteusMunro

世界最大のタケの仲間で、稗は高さ20m、直径30cm

におよぶ。中央植物園に植栽しているものは約30年前

に台湾から日本へ導入されたもので、持ち込み時には余

りにも巨大であるため、背中に背負って持込まれたとい

うエピソードがある。平成14年度には当園のゾウタケ

を使用して門松を作るイベントが行われた。

湖j堤一一爵
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塾‘

曝胤 瀧園．
,』,1

守

エ

騒鰯蕊
世界で最大になるタケの仲間ゾウタケの筒

一■一■一申一画一■一画一■■■■■■ご一ウー■一宙一官一℃一■一口I■■■■申一■一●一■－●一c－e－の一■一■一■一旬一●一｡一凸一●一○一■一・一・一｡－●一b－●一●一

ツノゴマ(ツノゴマ科）

Proboscideaﾉouisianiba(Miller)Thell.

平成11年、種子交換によりアルゼンチンから導入し

た。果実が成熟すると緑色の果肉が割れ、中から黒色を

帯びた堅い内果皮が現れる。その先端は鋭く尖って湾曲

し、大型の動物にひっかかって種子散布がされると考え

られている。話題の植物エリアに植栽展示している。

ツノゴマの花と果実

凸缶IB■､､画厘■q■●1■●h●■●■■凸■■■la●申I｡■B■■DC－●ー●－申一今一｡一●ー巴｣■■■■■一■■■■■■■■･■■■■●q■■■■●ー■ー甲一｡－■－●－由一●一●一●一｡一

ツバキカズラ(ユリ科）

lapaeErな1℃seaRuizetPav.

ユリ科のつる‘性植物で、一属一種である。赤く大きな

花は正面から見るとツバキのようで、和名の由来になっ

ている。チリの原産でチリの国花にもなっている。標高

が高い場所に自生するため、夏の暑さに弱く、日本での

栽培はやや難しい。白花や花が大きい園芸品種もある。
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チリの国花ツバキカズラ



トウツバキの園芸品種(ツバキ科）

Camelliai℃比u上】砲Lindl.cv.

中国雲南省に自生するトウツバキをもとに中国で育成

された園芸品種で、中央植物園へは約20品種が導入さ

れている。直径20cmにもなる大輪の花はまるでボタン

のようで、開花時期の2～3月には雲南温室全体が赤く

染まる。

大輪の花を咲かせる1､ウツバキの園芸品種

一●－由一○一●一旬ー申一C－p－eー■一●一Gー●一●一■一ロー卑一■ー■一白一■一●一画一画一■ー■一■－■一●一心一■一ロー■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■一■一色一色一●ー

バオバブ(パンヤ科）

AdansoniadigitataL.

バオバブは平成9年10月に導入された。この個体は沖

縄県宮古島の道路脇に植えられていたもので、幹の直径

は最も太いところで1mを超える。植栽後の初めての夏、

根巻きの土と一緒にやってきたクマゼミの幼虫が羽化

し、富山では聞くことがないクマゼミの声が果樹温室に

響き渡った。

苦労したバオバブの温室への搬入

一口一■一｡一■一■■■■■■OG一●一p－o－町一●一C一○一eー■一サー凸一■一●ーG－D－●一再一●一●一①ーゆ一心一■一■一■一■一ひ一軍一●一句■■■■●■■■■■■一■一色一

ハッチンシア・アルピナ(アブラナ科）

Hutchinsiaalpinaih.)R.Br.

高山植物室には海外から種子交換で導入し、育てた苗

を約60種類展示している。ハッチンシア・アルピナは

平成11年にドイツ、ゲーテ大学植物園より導入したも

ので、翌年6月に高山植物室に植栽した。この植物はヨ

ーロッパアルプスの標高3200mまでの岩場に生育し、

高山植物室内では2月下旬から4月まで開花する。

訂

種子交換で導入したハッチンシア・アルピナ

一q一・一■一也■■■■■一｡一pー●一■ーBq■■■■g－C－◆一旬ー■ー■ー■■■■■■ー■一巳一●一｡－■一・一■一｡－●qE｡■､■■Ⅱ■■■b■●－●do●｡●q■●■D■岳

パンノキ(クワ科）

AetocarpuscommunisJ.R.Forst.&G.Forst.

パンノキは植栽後6年を経て結実した。植えて間もな

い頃は雄花ばかりが開花したが、平成13年頃から雌花

が開花するようになり、去年平成14年にはじめて結実

した。果実の様子から当園のパンノキは種子がある品種
であると思われる。
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初めて結実したパンノキの果実



ヒスイカズラ

Strong}'lodonmacrobptrysA.Gray

まさに藷翠(ひすい)色の勾玉に似た形の花が咲くつ

る性の木本。当園では3月から5月のゴールデンウイー

クの頃に最長1mにおよぶ長い花穂が見られる。原産地

のフィリピンでは、森林の開発により絶滅が危倶されて

いる。

美しい藷翠色をしたヒスイカズラの花

一色一｡一画一●一●一ロー■l■■■■■一●一●l■■■■■ー●一eー●ー■ー■一●一a,■■■■●－白■■■■●一■ー■＝■I_●●●卜■-■■■■■■■●ー■'■｡l●ﾛ･ニロ●口中●■■●q車●｡

ヒマラヤヤマボウシ(ミズキ科）

Dendt℃benthamiacap/fafa(Wall,exRoxb.)Hutch.

雲南省をはじめとする中国南部各地からインド、ネパ

ール、パキスタンまで広く分布している。ヤマボウシや

ハナミズキに近縁の植物であるが、本種は総窟片が花後、

黄色になる。中央植物園には雲南省禄勧で採取された株

が中国科学院昆明植物研究所を通じて平成7年10月に導

入、雲南の植物エリアに植栽され、6月前後に開花する。
出

ヒマラヤヤマボウシの花

一・一｡一●一・一●一●一■一C■|■■■■●一●一●一●一申一●一●一●一ロー●－●一●一■一■一■一■－毎一句一Fー寺一●一●ー■一D－a－■一●一缶一■一■一■一●－

マンゴー(ウルシ科）

Mangiferaindi℃aL.

平成7年に導入した後、開花はするものの、結実しな

かった。そこで、平成14年に花序に植物生長調整物質

を散布したところ、ほとんどの花序に数個の果実が結実

した。中央植物園では、アメリカのフロリダで創られた

赤紫色に熟する‘アーウイン，という品種を熱帯果樹室

で栽培している。

初めて結実したマンゴーの果実

一◆ーe一●ー●一コ｡ｰのI■■■■凸,■■■■■一申一●一b一●一■一●ー■一口一①ー｡一●一■■|■■■■■ーe■■■■■■一つ一句一■l■■■■●I■■■■｡■■■■｡一｡一■|■■■■■一●一①一●一口一■一●一●一｡－

ムユウジュ

Saracaasoca(Roxb.)DeWild.

仏教三聖樹の一つで、摩耶夫人がこの花を手にとった

時に、その脇の下から釈迦が生まれたという伝説がある。

直径1cm程度の小さな花は開花時には黄色だが、咲き

進むに従って赤色に変化する。中央植物園では平成13

年の早春に初開花した。富山県は仏教が盛んな土地柄の

ためか来園者に人気が高い樹木。

43

仏教三聖樹の一つムユウジュの花



一

メコノプシス・ホリドゥラ(ケシ科）

Meconopsisha証湿ulaHook.f.etThomson

メコノプシス属は「ヒマラヤの青いケシ」として有名

な植物で、ヒマラヤや中国西南部の標高3,500～5.000m

に分布する。平成10年にメコノプシス・ホリドゥラの種

子の寄贈を受け、冷房機を備えた栽培冷室にて、夏期の

日中の最高気温25℃、夜間の最低気温18℃の環境下で栽

培した。発芽後2年を経て平成12年5月に6株が開花した。

花の色は淡紫色から藤色で、赤味がかっていた。開花し

Ĥ fc楢扉
酉

た株は高山植物室に鉢植えで展示した。翌13年には9株メコノプシス・ホリドウラの花
が開花した。いずれの年も開花した株はその年のうちに枯死した。その後はメコノプシス．ベトニキフ

ォリアやメコノプシス・グランデイス等を苗や種子で導入し、毎年開花期に展示できるよう努めている。

－■■｡D●一ﾛ■■吟●一宜一○一●一■ー●一●一■一合一■ー●ー●一■ー毎.■■■■■ー■一吟一口一句一■一■一■ーゆ一■■■■■■ー■ー｡一●ー●ー｡一●一○一C一e一●－

ヤブツバキの園芸品種「白秋茶」（ツバキ科）

CamelliajaponicaL.'BaiYangCha'

平成14年の冬、中国雲南省から導入されたトウツバキ

に導入品種とは違う白色の花が咲いた。調べてみると、

トウツバキの台木から咲いていることが分かり、ヤブツ

バキ系の品種「白秋茶」であることが判明した。日本で

は清楚と受け取られる白い花も中国では必ずしも好まれ

るものではなく、もっぱら台木として利用されている。

別名「白玉杯」とも呼ばれる。
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純白の花のヤブツバキの図1芸品種「白秋茶」
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匿 弓 ワE、可〆、リュウキュウベンケイ(ベンケイソウ科）

Ka心IichoeIntegra(Med¥k.)0.Kunze

琉球列島の一部で野生していた日本で唯一のカランコ

エの仲間で、現在では野生絶滅したと考えられている。

平成12年に栽培していた株を譲り受け、大切に系統保

存し、開花時期には温室内で展示している。冬期に黄金

色の花を咲かせ、観賞価値の高い植物である。

1

野生絶滅したリュウキュウベンケイの花

ーqー■一⑤一｡一●一｡ー■ｰ●ー■■■■■■由一■■■■■■■』■■■■■'■■■■■■■■■■ー｡一早一■'■■■■｡一●一●一●一■一●－■一●－●1■■■■■'■■■■｡ー●■■■■■B■一○一な■■■4甲■■'●■,■凸■DC■

’ロングウッドオオオニバス(スイレン科）

Vib血ね'LongwoodHybrid'

平成12年8月に広島市植物公園から譲り受けた苗を屋

外の北池に植栽し、平成12年9月22日午後7時より開花

し始め、その後2日間にわたって開花した。また、1ヶ

月間の間に2度開花し、水温が低くなった11月には浮葉

は枯死した。ロングウッドオオオニバスはパラグアイオ

ニバスとオオオニバスとの人工交雑種。
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夜間に開花するロングウッドオオオニバス
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(Q.A.WU他と共著）

1998.AnewrecordandanewspeciesinMye/oc/iroa(Parmeliaceae).J.Jpn・Bot73:12-14.

1998.ThreenewspeciesandanewcombinationinParmotrema(Parmeliaceae)．Bull.Bot.Gard.

Toyama3:17-23.(K.-H.Moonと共著）

1998.Acatalogueofi/eterodermia(Physciaceae).FoliaCryptog.Estonica32:21-25.

1999.NotesonFlavopuncteliaandPuncteﾉ/a(Parmeliaceae)withdescriptionoffournewspecies.

Bull.Bot.Gard.Toyama4:25-32.

1999.絶滅危倶植物と植物園.－ヨーロッパにおける新しい動き．日本植物園協会誌33:31-34.

1999.AnoteonpustulateorsorediatespeciesofCeti召血strum(Parmeliaceae).J.Jpn.Bot､74:251-255.

2000.NewspeciesandnewrecordsinJ/ypotrac/iyna(Parmeliaceae).Bull.BotGard.Toyama5:9-24.

2000.AlistofThailandspeciesofParmelia(sens,st)preservedintheNationalScienceMuseum.

Nat.Sci.Mus.Monogr.18:97-106.(K.H.Moon,H.Kashiwadaniと共著）

2001.富山県中央植物園が中国雲南省から導入した植物の和名．日本植物園協会誌35：108-111.(大宮他

と共著）

2001.ParmelioidlichengeneraandspeciesinTaiwan,Mycotaxon77:225-284.(共著）

2001.TaxonomicnotesonParmeliareparata(Parmeliaceae,Lichens)andtheralatedspecies.Bull.

Natn.Sci.Mus.,Tokyo,ser.B,27:1-10.(共著).

2㈹1.ThegenusRimeliaiUchens)fromtheHawaiiIslands.J.Jpn.Bot76:321-328.(共著）
学会発表

1995.地域固有種保全の試み-エッチユウミセバヤの実態調査.(社)日本植物園協会第2回研究発表会．（中田

政司と共同発表）

1996.中国雲南省より導入したサクラソウ類の特性と栽培に関する研究1.サクラソウ科数種の核形態．（社）

日本植物園協会第3回研究発表会．（中田政司他と共同発表）

1996.中国雲南省より導入したサクラソウ類の特性と栽培に関する研究2.サクラソウ属の発芽・生育に及

ぼす温度の影響.(社)日本植物園協会第3回研究発表会.（神戸敏成他と共同発表）

2000.富山県中央植物園が中国雲南省から導入した植物の和名.(社)日本植物園協会第7回研究発表会．（荻

巣樹徳他と共同発表）

2001.研究施設としての植物園の役割．造園学会関西支部大会セミナー．
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2.中田政司

所属学会：日本植物学会、染色体学会、日本植物分類学会、日本植物形態学会、植物地理・分類学会（評議

員・編集委員)、日本生態学会

論文・著書

1993.FluorescentbandingpatternanalysisofeighttaxaofPhaseoﾉusandVignainrelationtotheir

phylogeneticrelationships.Theor・AppLGenet87:3843.(J.Y.Zhang他と共著）

1993.CytologicalstudiesofChineseCyperaceae(1).Chromosomecountsofninespeciescollected

fromJilin,LiaoningandHebeiProvinces.J.Jpn.Bot68:65-69.(T.Hoshino他と共著）

1993.キク科植物の細胞学的特徴プランタ30号.pp.10-15.研成社,東京．

1994.ChromosomenumbersofsomeDendranthemacollectedinEasternLiaoningProvinceand

XiaowutaiShan.In:Tanaka,R.(ed.),KaryomorphologicalandCytogeneticalStudiesinPlants

CommontoJapanandChina,pp.15-22.NishikiPrintCo.,Ltd.,Hiroshima.(T.Funamoto他と共著）

1994.KaryomorphologicalstudiesinChinese-TwospeciesinnorthChinaregion-・LaKromosomo

11-74:2576-2582.(T.Funamoto他と共著）

1994.CytologicalstudiesofthreespeciesofChrysospﾉeniuminNorthChina.LaKromosomon-74:

2583-2590.(T・Funamoto他と共著）

1994キク属（分担執筆)．週刊朝日百科「植物の世界」2号.PP50-61.朝日新聞社,東京．

1995.CytologicalstudiesonwildChrysanthemumsensulatoinChina.V.Achromosomestudyof

threespeciesofAjania,CancriniamaximowicziiandDendranthemaノavandulifoliuminthe

Chrysantheminae,theAnthemideae,theCompositaeinChinesehighlands.J.Jpn.Bot70:85-

94.(K.Kondo他と共著）

1995.PhylogeneticrelationshipsbetweensixspeciesofPhaseoﾉusandV垣naasdeterminedbyRFLP

analysisofribosomalDNA.Jpn.J.Genet70:615-625.(J.Y.Zhang他と共著）

1995.最近道路法面に発見されるキクタニギクとイワギクについて．植物地理・分類研究43:124-126．（関

太郎他と共著）

1995.FluorescentbandingpatternsinhexaploidDendranthemaoccidentali-japonenseandD.

vastitum.LaKromosomo11-79-80:2739-2745.(K・Kondo他と共著）

1995.AcomparisonoffluorescentbandingpatternsinDendranthemaindicumcollectedinJapan

andChina.LaKromosomo11-79-80:2746-2753.(K.K.Khaung他と共著）

1996.AcomparativekaryotypestudyinHyﾉotelephiumsieboldiivar.ettyuenseandvar.sieboﾉdii.

Crassulaceae.Bim・BotGard.Toyama1:23-33.

1996.エッチユウミセバヤ自生地の現状富山県中央植物園研究報告1:47と51．（黒川道と共著）

1996.富山県に確認されたトウカイコモウセンゴケ.富山県中央植物園研究報告1:5356．（吉田めぐみ他と共著）

1997.CytologicalstudiesonChineseplantsintroducedfromYunnanProvince・LKaryomorphology

ofsomespeciesofPrimulaandAndi℃sace(Primulaceae)．Bull.Bot・Gard.Toyama2:1-15.

(Q.A.WU他と共著）

1997.Numberof45SrDNAsitesinthetwovarietiesofHyloteﾉephiumsieboﾉdii(Crassulaceae).Bull.

BotGard・Toyama2:45-50.(M.Mishima他と共著）

1997.富山県フロラ資料(1)．富山県中央植物園研究報告2:67-75.(大原隆明他と共著）

1998.富山県産水生植物数種の染色体数富山の生物37:1-6.（長井真隆と共著）

1998.氷見市大境産サンインギク個体群の変異.富山県中央植物園研究報告3:1-16.（竹内基と共著）

1998.アイノコセンニンモの新産地と染色体数富山県中央植物園研究報告3:5356.（長井真隆と共著）

1998.富山県フロラ資料(2)．富山県中央植物園研究報告3:63-73.（大原隆明と共著）

1999.岩手県で発見されたイワギク八倍体とその進化史的意味．富山県中央植物園研究報告4:1-15.（熊谷

明彦と共著）

1999.ワカサハマギクの自生地とその現状富山県中央植物園研究報告4:1-15.

1999.日本のキク属．RHSJ(英国王立園芸協会日本支部会誌)10号.pp.2-5.

2000.InvitrocultureforpreservationoftriploidSenno(LychnissennoSieboldetZucc,2n=36),a

valuableandrareornamentalplant.Bull.BotGard.Toyama5:3543.(T.Godo他と共著）

2000.Achromosomeobservationon鹿"axjaponicus(Araliaceae)usingconventionalorceinstaining
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andfluorescentchromosomebandingwithCMAandDAPI.Bull.Bot・Gard・Toyama5:45-51.

(H・Kohda他と共著）

2000.エッチユウミセバヤ、アイノコセンニンモ、サンインギク、トウカイコモウセンゴケ(分担執筆)．鳴

橋直弘(編著)とやま植物物語．シー・エー・ピー,富山．

2000.ホクリクムヨウランに関する細胞学的知見．植物地理・分類研究48:97-99.

2㈹1.富山県中央植物園が中国雲南省から導入した植物の和名．日本植物園協会誌35:108-111．（大宮他と

共著）

2㈹1.キクとの雑種を含むワカサハマギク個体群の14年後の追跡調査．保全生態学研究6:21-27.

2001.兵庫県の日本海側に見られるノジギクの逸出個体群．兵庫県植物誌研究会会報47:1-2.

2㈹1.富山県の絶滅のおそれのある野生生物.富山県.(分担執筆）

2001.Cytologicalstudieson31alpineplantscollectedinMurodou-daira,Mts.Tateyama,central

Japan.Bull.Bot.Gard.Toyama6:5-20.(高橋一臣他と共著）

2001.富山県におけるホクリクムヨウラン(ラン科)の自生地.富山県中央植物園研究報告6:4346.

2002.ユキバタツバキの三倍体一井口村指定天然記念物「丸山の大ユキバタツバキ」の染色体数調査結果と

フィールドワークから.富山県中央植物園研究報告7:31-35.(太田道人と共著）

学会発表

1995.地域固有種保全の試み－エッチユウミセバヤの実態調査．（社)日本植物園協会第2回研究発表会．

（黒川道と共同発表）

1996.中国雲南省より導入したサクラソウ類の特性と栽培に関する研究1．サクラソウ科数種の核形態．

（社)日本植物園協会第3回研究発表会．（武全安他と共同発表）

1998.pNN806反復DNAから見た栽培ギクの起原．日本遺伝学会第70回大会.(谷口研至他と共同発表）

1998.岩手県東北部に産するイワギクの八倍体．日本植物分類学会第28回大会．（熊谷明彦他と共同発表）

1999.反復DNAの多型性から見た栽培ギクの起原．日本遺伝学会第71回大会.(谷口研至他と共同発表）

1999.キク属におけるPDA1501反復DNAの多様性．日本遺伝学会第71回大会.(平岡智光他と共同発表）

2000.生薬「竹節人参」の基原植物トチバニンジン随naxjaponi℃usに関する研究－俗にいう「薩摩人参」

について－．日本薬学会第120回年会．（竹内美和他と共同発表）

2000.富山県中央植物園が中国雲南省から導入した植物の和名.(社)日本植物園協会第7回研究発表会.(黒

川遁他と共同発表）

2001.ConservationofOrchidattheBotanicGardensofToyama.第7回アジア大平洋ラン会議.(神戸他

と共同発表）

3.大宮徹

所属学会：日本植物学会、血temationalAssociationofWoodAnatomists

論文・著書

1998.PericarpanatomyofWisteiね助ribunda.BullBotGard.Toyama3:25-33.

2001.富山県中央植物園が中国雲南省から導入した植物の和名．日本植物園協会誌35:108-111.(黒川道他

と共著）

2002.地涌金蓮(Musellalasiocarpa)の葉と恵葉の葉序について.富山県中央植物園研究報告7:1-7.

学会発表

2000.富山県中央植物園が中国雲南省から導入した植物の和名.(社）日本植物園協会第7回研究発表会．（黒

川遁他と共同発表）

4.山下寿之

所属学会：日本生態学会、植生学会、植生史学会、種生物学会、森林立地学会、保全生態学研究会

論文・著書

1996.GrowthofQuercusmongO"cassp.crispuﾉacoppiceinthecooltemperateregionofJapan.

VegetationScience13:87-94.(LHayashi他と共著）

1998.スダジイの種子発芽と初期成長．富山県中央植物園研究報告3:3540.

1998.富山県氷見市の常緑広葉樹林.富山県中央植物園研究報告3:41-51.

1999.氷見市の植生．氷見市教育委員会編「氷見の巨樹名木｣.pp.161-171．氷見市.(分担執筆）
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1999.バクチノキの種子発芽．富山県中央植物園研究報告4:37-41.

1999.富山県婦中町常楽寺のオオツクバネガシとツクバネガシ．富山県中央植物園研究報告4:43-46

2000.ツクバネガシ、オオツクバネガシ、アカガシ（分担執筆)．鳴橋直弘（編著）とやま植物物語.pp.95-

97．シー・エー・ピー．富山．

2001.富山県の絶滅のおそれのある野生生物．富山県.（分担執筆)．

2001.富山県内のコナラニ次林の種類組成と遷移富山県中央植物園研究報告6:21-30.

2002.富山県中央植物園内におけるアカマツ植栽木からの稚樹の増殖.富山県中央植物園研究報告7:37-43．

学会発表

1997.筑波大学構内におけるアカマツ林からシラカシ林への遷移過程について-｣途中相としてのヤマウルシ

の個体群について．第44回日本生態学会大会.（石川真一と共同発表）

1999．常緑広葉樹二次林におけるハナガガシ個体群の更新一地形と稚樹個体群の分布-．第46回日本生態学

会大会.（松田敦他と共同発表）

1999.絶滅危倶種ハナガガシの個体群構造と立地環境．第110回日本林学会大会．（松田敦他と共同発表）

1999.分布北限のオオツクバネガシを含むウラジロガシ林の群落構造第4回植生学会．

2000.PopulationstructureanddynamicsofQuercushondaeMakino1・Sizestructureandspatial

distributioninasmallcatchmentarea.第43回国際植生学会議.(SJtoh他と共同発表）

2000.PopulationstructureanddynamicsofQuercushondaeMakino2.Topographyandvegetation

constraintsforseedlingestablishment第43回国際植生学会議,(A.Matsuda他と共同発表）

2001.ハナガガシ林とイチイガシ林の種組成と立地環境．日本生態学会第49回大会.（共同発表）

5.神戸敏成

所属学会：日本育種学会、日本園芸学会、国際園芸学会、日本植物分子生物細胞学会、保全生態学研究会

1995.Rutihibin,novelplantgrowthregulatorsfromStreptomycesgraminofaciens.Antibiotics48:

1004-1010.(RFukuchi他と共著）

1996.Effectofsugartypeontheefficiencyofplantregenerationfromprotoplastsisolatedfrom

shoottip-derivedmeristematicnodularcellclumpsofLiliumxformaﾉongihortPlantCell

Reports15:401-404.(K.Matsui他と共著）

1996.RegenerationofplantsfromprotoplastsofLiﾉ加mXformolongi.In:Bajaj,Y・P.S・(ed.)

BiotechnologyinAgricultureandForestry,Vol.38PlantProtoplastsandGeneticEnginee㎡ng

Vn.pp.79-89．Springer-Verlag,Berlin.(M.Miiと共著、分担執筆）

1996.中国雲南省産サクラソウ属(Primula)植物の増殖及び保存に関する研究1.培養温度が発芽及び生育

に及ぼす影響．富山県中央植物園研究報告1:35-39.

1996.ガラス化法によるシンテッポウユリ(LiliumXformoﾉbngihort.）の超低温保存に関する研究．富山

県中央植物園研究報告1:4145.（三位正洋他と共著）

1997.FertiletransgenicplantsofNierembei富むscopariaSendtnerobtainedbyamikimopinetype

strainofAgrobacteriumrhizogenes.ScientiaHorticulturae68:101-111．(O.Tsujii他と共著）

1997.絶滅危倶植物ミズアオイ(MonochoriakorsakowiiRegel&Maack.)の発芽特性に関する研究.富山県

中央植物園研究報告2:17-22.

1998.Improvedplatinge伍ciencyoflily(LiliumxformoﾉOngihort.)protoplastsbysilverthiosulfate

addedtoenzymesolution・BreedingScience48:159-161.(K.Matsui他と共著）

1998.Invitropropagationutilizingsuspensionculturesofmeristematicnodularcellclumpsand

chromosomestabilityofLiliumxformoﾉongihortScientiaHorticulturae72:193-202.

(K・Kobayashi他と共著）

1999.絶滅危倶植物ミズアオイ(MonochoriakorsakowiiRegel&Maack.)の富山県内における分布につい

て．富山県中央植物園研究報告4:59-65.

2000.TransgenicNierembergiascoparia.In:BajajY・P.S.(ed.)BiotechnologyinAgricultureand

Forestry,Vol.48TransgenicCropsHI・Springer-Verlag,Berlin.(M・Milと分担執筆）

2000.InVitroCultureforPreservationofTriploidSenno(LychnissennoSieboltetZucc.,2n=36),a

ValuableandRareOrnamentalPlantBullBotGard.Toyama5:3543.（中田政司らと共著）

2000.InitiationandProliferationofEmbryogenicCallusCulturefromBudsinBulbsofTulipa
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praestansHoog.Bull・Bot・Gard.Toyama5:53-57.

2001.Plantregenerationfromcalliofliliespreservedatlowtemperature.Bull.BotGard.Toyama5:
31-36.

2002.中国雲南省での植物調査記録-2001年調査行程と採集標本リスト．富山県中央植物園研究報告7:45‐

57.(管開雲らと共著）

学会発表

1996.中国雲南省より導入したサクラソウ類の特性と栽培に関する研究2．サクラソウ属の発芽・生育に及

ぼす温度の影響．（社)日本植物園協会第3回研究発表会．（黒川遁他と共同発表）

1997.絶滅危倶植物ミズアオイの発芽特性に関する研究.（社)日本植物園協会第4回研究発表会．

2000.Invitrogermplasmpreservationoflilyspeciesutilizingcalluscultureatlowtemperature、4th

InternationalSymposiumonInViﾛ℃CultureandHorticulturalBreeding.(MMiiと共同発表）

2000.InvitropropagationandrecoveryofahabitatofHabenariaradiata(Orchidaceae)．第4回国際組

織培養及び園芸育種シンポジウム．（大谷他と共同発表）

2001.ConservationofOrchidattheBotanicGardensofToyama、第7回アジア大平洋ラン会議．（中田
他と共同発表）

2002.シラン(Bﾉetillastriata)未熟匠のガラス化法による超低温保存．日本育種学会第101回大回.(平野他と
共同発表）

6.橋屋誠

所属学会：日本菌学会

論文・著書

1996.ソフトウェアエンジニアリングに基づいた教育支援システムの開発一生物検察ソフトウェアを題材

として．滋賀大学教育学部紀要（自然科学）46:67-74.（辻彰洋他と共著）

1997.色素のサーベイとしての教材化科学と教育.44:-.(辻彰洋他と共著）

1997.富山県フロラ資料(1)．富山県中央植物園研究報告2:67-75.（大原隆明他と共著）

1999.京都西山周辺の植物目禄114pp.乙訓の自然を守る会.（共著）

2000.植物（高等菌類).立山地区動植物種多様性調査報告書.富山県自然保護課（分担執筆）

2001.富山県フロラ資料(5)．富山県中央植物園研究報告6:67-81.（大原隆明と共著）

学会発表

2001.アマチュア研究者の取り組み.日本菌学会第45回大会.(共同発表）

7.吉田めぐみ

所属学会:種生物学会、富山県生物学会

論文・著書

1996.富山県に確認されたトウカイコモウセンゴケ.富山県中央植物園研究報告1:5356.（小宮定志他と共著）

2㈹0.ライチョウの棲息環境としての立山室堂平「丸山」の植生.富山県中央植物園研究報告5:65-78.（吉

田稔と共著）

2001.立山室堂平の維管束植物相一立山室堂平周辺植物調査報告書-1999-2000.富山県文化振興財団．（高

橋他と共著）

2001.立山室堂平におけるライチョウの棲息地の植生.富山県中央植物園研究報告6:53-65.(吉田稔と共著）

8.兼本正

所属学会：沖縄生物学会、植物地理・分類学会、日本植物分類学会

論文・著書

1993.沖縄島北部背梁山地北部東側地域における林齢による植生の比較研究.特殊鳥類等生息環境調査5．

沖縄県環境保険部自然保護課(新城和治他と共著）

1996.慶良間諸島屋嘉比島の植生.ケラマジカ保護対策緊急実体調査.沖縄県教育委員会．

1996.慶良間諸島慶留間島の植生.ケラマジカ保護対策緊急実体調査.沖縄県教育委員会．

1996.富山県中央植物園で栽培されている琉球列島産植物の目録富山県中央植物園研究報告1:63-75.

1997.富山県で発見されたシオン属とヨメナ属との属間雑種.富山県中央植物園研究報告2：59-66.（志内利
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明と共著）

1997.栽培下で生じたアマミサンショウソウとヨナクニトキホコリの雑種.富山県中央植物園研究報告2:51-57.

1997.琉球列島産ウワバミソウ属4種の染色体数植物地理・分類研究.(横田昌嗣と共著）

1997.琉球列島植物分布資料15.沖縄生物学会誌35:55-64.(横田昌嗣他と共著）

1998コケミズの染色体数富山県中央植物園研究報告3:57-61.

1999.絶滅危倶種コナミキの新産地とその染色体数.富山県中央植物園研究報告4:33-35.(志内利明と共著）

1999.琉球列島産アリサンミズ(広義)の核型の多様性.富山県中央植物園研究報告4:17-23.

2000.KaryotypeanalysisinfourtaxaofAster(Asteraceae)foundintheRyukyuIslands.Bull.Bot.
Gard・Toyama5:1-8.

2000.クニガミサンショウズルの倍数性.植物地理・分類研究.(横田昌嗣他と共著）

2000.琉球列島産イラクサ科ウワバミソウ属の系統保存．日本植物園協会誌34:104-106.

2000.ウワバミソウ(分担執筆)．鳴橋直弘(編著)とやま植物物語．シー・エー・ピー,富山．

2001.ChromosomenumbervariationinElatostemasuzukii(Urticaceae),aspeciesendemicto

OkinawaIsland,theRyukyus.ActaPhytotax.Geobot51:21-29.(共著）

2001.KaryomorphologyinStrobilanthesgjanduliferaandS.tashiroi(Acanthaceae)oftheRyukyu
Islands.Bull.Bot・Gard.Toyama6:14.

2001.ChromosomenumbersofplantscultivatedintheBotanicGardensofToyama(2).BullBot

Gard.Toyama6:47-51．（志内利明と共著）
2002.ChromosomeNumberofLecanthuspeduncularis(Urticaceae)ofJapan.Bull.Bot・Gard.

Toyama7:23-26.

2002.ChromosomeNumberofElatostemaobtusumvar.triobulatum(Urticaceae).Bull.Bot.Gard.

Toyama7:27-30.

学会発表

1994.琉球列島産ウワバミソウ属の染色体数第25回日本植物分類学会大会．

1998.富山県産ウワバミソウとヤマトキホコリの染色体数第29回日本植物分類学会大会．

1999.ウワバミソウの開花特性.第30回日本植物分類学会大会．

1999.琉球列島産イラクサ科ウワバミソウ属の系統保存.日本植物園協会第34回大会研究発表会．

9.高橋一臣

所属学会：日本植物学会、植物地理・分類学会

論文・著書

1994.AllozymeevidenceforintersectionalandintergenerichybridizationinthegenusSasaandits

relatedgenera(Poaceae;Bambusoideae).J.Phytogeogr.&Taxon.42:49-60.(Y.Watano他と共著）
1997.イネ科タケ亜科(分担執筆)．清水建美(監修)、長野県植物誌編纂委員会(編)．長野県植物誌.信濃毎日

新聞社，長野．

2000.チマキザサ(分担執筆)．鳴橋直弘(編著)．とやま植物物語.シー・エー・ピー,富山．

2001.Cytologicalstudieson31alpineplantscollectedinMurodou-daira,Mts.Tateyama,central

Japan.Bull.Bot.Gard.Toyama6:5-20.(中田政司他と共著）

2001.ヤマボウシの実生形態の比較.－氷見と箱根の種子からの－.富山県中央植物園研究報告6:37-41．

（志内利明と共著）

2002.立山室堂平産ササ属植物の葉の表皮微細構造.富山県中央植物園研究報告7:9-15．

学会発表

1998.ヒメアオキの雌雄の空間的分布パターン.日本植物学会第62回大会.(志内利明と共同発表）

2001.立山室堂平の維管束植物相-立山室堂平周辺植物調査報告書-1999-2000.富山県文化振興財団．（吉田
他と共著）

10.大原隆明

所属学会：日本植物分類学会、種生物学会

論文・著書

1995.ヤプザクラのルーツを探る．植物の世界5号.p.105.朝日新聞社．

1996.富士山麓本栖湖畔に産する秋咲き性のキケマン属植物.富山県中央植物園研究報告1:57-61.

50



1997.ハナハマセンプリCentauriumtenuiflorum富山県に帰化．富山市科学文化センター研究報告20:

105.(太田道人他と共著）

1997.富山県フロラ資料(1).富山県中央植物園研究報告2:67-75.(中田政司他と共著）

1998富山県フロラ資料(2).富山県中央植物園研究報告3:63-73.(中田政司と共著）

1999.富山県フロラ資料(3.).富山県中央植物園研究報告4:67-78.

2000.富山県フロラ資料(4).富山県中央植物園研究報告5:79-91.

2001.富山県フロラ資料(5).富山県中央植物園研究報告6:67と81.(橋屋誠と共著）

2001.富山県の絶滅のおそれのある野生生物．富山県.(分担執筆）

2002.富山県フロラ資料(6).富山県中央植物園研究報告7:59-69.(高木末吉と共著）
学会発表

1998.ミヤマチョウジザクラPrunusapetalavar・monticoねの遺伝的多様性．日本植物分類学会第28回大

会.(芹沢俊介他と共同発表）

2000.チョウジザクラPrunusapetalavar.apetaねの本州東西間における形態の差異．日本植物分類学会第
30回大会．

2000.マメザクラ群およびチョウジザクラ群の遺伝的関係．日本植物学会第64回大会.(芹沢俊介他と共同発表）

2001.イシヅチザクラPrunusshikokuensis(Moriya)Kubotaの雑種性の検証.日本植物分類学会第31回大
会.(共同発表）

2001.ConservationofOrchidattheBotanicGardensofToyama.第7回アジア大平洋ラン会議.(神戸他
と共同発表）

11.志内利明

所属学会：日本植物学会、日本植物分類学会、日本熱帯生態学会

論文・著書

1996.NotesonthefloraoftheRyukyuIslands1.TwonewvarietiesfromtheTokaraIslands,

PeucedanumjaponicumThunb・var.latifolium(Umbelliferae)andHydrangEainvoﾉucrataSieb.

var.toJcai℃i]s/s(Hydrangeaceae).J.Jpn.Bot.71:183-187.(M.Hottaと共著）

1996.西南日本の植物雑記III.九州から南西諸島にかけてのノジギク群の分布と分類．植物分類,地理.47:
91-104．（堀田満他と共著）

1997.MolecularphylogeneticpositionofPodostemaceae,amarvelousaquaticfloweringplantfamily.
J.Plant.Res.110:87-92.(K.Ueda他と共著）

1997.富山県で発見されたシオン属とヨメナ属との属間雑種．富山県中央植物園研究報告2:59-66.(兼本正
と共著）

1999.絶滅危倶植物コナミキの新産地とその染色体数富山県中央植物園研究報告4:3335.（兼本正と共著）

2000.ChromosomenumbersofplantscultivatedintheBotanicGardensofToyama(1).Bull.Bot

Gard.Toyama5:59-63.

2001.ヤマボウシの実生形態の比較.－氷見と箱根の種子からの一.富山県中央植物園研究報告5:37-41.

（高橋一臣と共著）

2001.ChromosomenumbersofplantscultivatedintheBotanicGardensofToyama(2).Bull.Bot.

Gard.Toyama6:47-51.(兼本正と共著）

2002.PollenMorphologyofThreeVarietiesofAucubajaponiba.BullBotGard.Toyama7:17-21.

学会発表

1997.九州以南におけるポタンポウフウ群の地理的変異と遺伝的分化．日本植物分類学会第27回大会．（渡辺

幹男他と共同発表）

1998.九州南部から南西諸島にかけてのツリガネニンジン類の地理的変異とその分類．日本植物分類学会第

28回大会.(堀田満と共同発表）

1998.ヒメアオキの雌雄の空間的分布パターン.日本植物学会第62回大会(高橋一臣と共同発表)．

1999.ウマノスズクサ科植物におけるカルコン配糖体の分布.日本植物学会第63回大会(岩科司他と共同発表）

2001.カンアオイの葉に含まれるカルコン配糖体日本植物学会第65回大会.(岩科司他と共同発表）
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